
8月号’13

平成25年7月1日現在
前月より

男 10，936 ＋1
女 11，523 －7
計 22，459 －6
世帯 8，962 ＋2

今切川親水公園を愛してやまない
釣り愛好家100人が7月の河川愛護月間に
ビニール袋を手に汗を流した。

町民の動き

h t t p : / /www . t own . k i t a j ima . l g . j p /

自転車までもが愛する川の中から‼
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参議院徳島県選挙区選出議員選挙の開票状況

参議院徳島県選挙区選出議員選挙の投票状況

地
区
懇
談
会

実
施
計
画

日
ご
ろ
は
、
本
町
社
会
教
育
の
進

展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
年
度
も「
地
区
懇
談
会
」

を
、
別
紙
チ
ラ
シ
の
と
お
り
三
十
会

場
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。つ
き
ま
し
て
は
、ご
多
用
の
折
、

ま
た
昼
間
の
お
仕
事
等
で
、
夜
分
お

疲
れ
時
の
開
会
と
な
り
ま
す
が
、
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

な
お
、
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
応
の
区
割
り
は
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
会
場
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

開
会
時
刻
は
、
ど
の
会
場
も
午
後

七
時
三
十
分
で
す
。
内
容
は
、「
子

ど
も
の
人
権
問
題
」
で
、
相
手
の
心

の
痛
み
が
わ
か
る
子
ど
も
の
心
の
育

て
方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
で
す
。

町
民
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秀
峰
富
士
山
が
今
回
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
地
元
は
も
ち
ろ

ん
の
事
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
も
非

常
に
嬉
し
い
事
で
あ
る
。
▼
富
士
山

に
は
一
度
頂
上
ま
で
登
っ
た
事
が
あ

る
。
そ
れ
は
四
十
年
も
前
の
二
十
代

後
半
の
若
い
頃
で
あ
る
。
富
士
山
の

裾
野
に
あ
る
工
場
へ
一
年
間
出
向
し

て
い
た
。
そ
し
て
毎
日
富
士
山
を
眺

め
て
出
勤
し
て
い
た
。
山
登
り
は
夏

の
山
開
き
を
待
っ
て
職
場
の
人
達
と

一
緒
に
行
っ
た
。
当
日
夜
五
合
目
ま

で
車
で
行
き
そ
こ
よ
り
登
り
始
め

た
。
八
合
目
の
山
小
屋
で
仮
眠
し
、

夜
明
け
前
再
出
発
し
、
頂
上
で
雲
海

の
中
よ
り
登
り
始
め
た
御
来
光
を
見

た
。
眩
し
い
光
で
あ
っ
た
事
が
記
憶

に
あ
る
。
▼
富
士
山
は
登
っ
て
み
る

と
足
元
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
で
歩
き

に
く
く
、
頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
草

木
も
無
く
殺
風
景
で
あ
っ
た
。
む
し

ろ
富
士
山
は
登
る
よ
り
も
少
し
離
れ

て
、
雄
大
な
裾
野
を
含
め
て
全
体
像

と
し
て
眺
め
る
方
が
、
こ
れ
ぞ
富
士

山
と
感
嘆
が
で
き
る
と
思
う
。
▼
一

方
我
々
四
国
に
住
ん
で
い
る
者
と
し

て
は
、
次
回
は
四
国
遍
路
道
の
登
録

が
待
ち
遠
し
い
。
色
々
厳
し
い
条
件

が
あ
る
だ
ろ
う
が
そ
の
目
的
達
成
の

為
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
早
期
実

現
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成25年度 地区懇談会計画表
参 加 範 囲

鯛浜 原・川久保・外野・外野番外

かや団地

鯛浜 西中野・向

鯛浜 大西・西ノ須
江尻 夷ノ本・内中須・小分・

松ノ本・松堂

鯛浜 西中野・向

鯛浜 向
江尻 楠地・山王宮・中須賀・

宮ノ本
江尻 旭光・柳池・松堂・

夷ノ本・妙蛇池

高房 百北・百庵ノ前・百川田・
百居内・百広花・
百堤外・百堤外番外

鯛浜 かや・中須・鯛浜東亜社宅

中村 岸ノ上・角地・河原・鍬ノ先

北村 三町地
中村 与今田・野畑・中内・外川

也・西ノ瀬・出須・西川向

会 場

北島南老人憩いの家

鯛浜かや老人憩いの家

鯛浜小西老人憩いの家

鯛浜西老人憩いの家

江尻東老人憩いの家

鯛浜中野老人憩いの家

南部地区学習等
供用施設

江尻中老人憩いの家

百石須老人憩いの家

鯛浜出口老人憩いの家

光風台老人憩いの家

地域学習交流センター

曜

月

水

金

月

水

木

月

水

金

月

水

木

月・日

8．19

8．21

8．23

8．26

8．28

8．29

9．2

9．4

9．6

9．9

9．11

9．12

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

得票数（票）
4，738
853
2，614
342
8，547

所属党派
自由民主党
日本共産党
民主党
幸福実現党

計（有効投票）

年 齢
46
55
44
31

立候補者名
三 木 とおる
上 村 きょう子
中 谷 智 司
小 松 ゆ か

投票率（％）

計

45．43
46．83
49．40
51．99
55．10
49．63
49．48

女

44．51
46．52
48．49
50．37
53．60
49．71
48．56

男

46．40
47．17
50．39
53．77
56．82
49．56
50．48

投票者数（人）

計

1，846
362
2，675
1，858
945
1，151
8，837

女

925
187
1，368
946
491
591
4，508

男

921
175
1，307
912
454
560
4，329

有権者数
（人）

4，063
773
5，415
3，574
1，715
2，319
17，859

施 設 名

南小体育館
西高房憩の家
保健相談センター
北小体育館
グリーンタウン憩の家
北島南憩の家

計

投票
所名

第1
第2
第3
第4
第5
第6

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成2222222222222255555555555555年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度
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平
成
二
十
五
年
度

水
道
施
設
見
学
会

北
島
町
水
道
課
で
は
六
月
一
日
㈯

か
ら
の
水
道
週
間
に
合
わ
せ
、
町
民

の
皆
様
に
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
を

深
め
て
頂
け
る
機
会
と
し
て
、
六
月

二
日
㈰
北
島
町
浄
水
場
に
て
水
道
施

設
見
学
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当

日
は
三
十
名
以
上
の
参
加
者
に
お
集

ま
り
頂
き
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
る

こ
と
な
く
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

古
川
町
長
の
挨
拶
の
後
、
二
班
に

分
か
れ
て
水
道
水
が
つ
く
ら
れ
る
工

程
を
見
学
し
て
頂
き
ま
し
た
。
旧
吉

野
川
か
ら
水
を
く
み
上
げ
る
取
水

塔
、
薬
品
で
消
毒
し
、
汚
れ
を
固
め

て
沈
め
る
凝
集
沈
殿
池
、
ろ
過
砂
の

間
を
通
し
て
き
れ
い
な
水
道
水
に
す

る
急
速
ろ
過
池
、
水
道
水
を
一
次
的

に
貯
え
る
浄
水
池
、
最
後
に
家
庭
へ

水
を
送
る
配
水
ポ
ン
プ
ま
で
、
実
際

の
施
設
を
巡
り
な
が
ら
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
等
で
断
水
が
発
生
し

た
場
合
に
、
浄
水
池
か
ら
直
接
水
道

水
を
取
り
出
し
、
給
水
袋
や
ポ
リ
タ

ン
ク
で
配
布
す
る
こ
と
が
可
能
な
非

常
用
給
水
栓
を
実
際
に
体
験
し
て
頂

き
ま
し
た
。
水
の
入
っ
た
給
水
袋
や

ポ
リ
タ
ン
ク
の
重
さ
を
体
験
し
て
頂

い
た
こ
と
で
、
実
際
に
地
震
等
で
断

水
が
発
生
し
た
際
の
備
え
に
つ
い
て

考
え
て
頂
け
る
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

水
道
課
で
は
、
今
後
も
よ
り
安
全

な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
る
と
共

に
、
水
道
事
業
へ
の
一
層
の
ご
理
解

を
頂
け
ま
す
よ
う
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

～下水道課からのお知らせ～

次のとおり、平成25年度『下水道排水設備
工事責任技術者試験』と『下水道排水設備工
事責任技術者更新講習』が開催されます。
北島町で下水道工事を行うためには指定工

事店に登録する必要があります。指定を受け
るには、事業所に下水道排水設備工事責任技
術者が在籍していることが条件となっていま
す。
●平成25年度下水道排水設備工事責任技術者
試験
【とき】11月12日㈫ 13：40～15：40
【ところ】アスティとくしま
【申込期間】9月2日㈪～9月30日㈪
【受験講習会】11月1日㈮ 13：40～15：40
●平成25年度下水道排水設備工事責任技術者
更新講習
【とき】11月14日㈭ 13：30～15：30
【ところ】アスティとくしま
【対象】登録有効期間が平成26年3月31日ま
での人
【申込期間】9月2日㈪～9月30日㈪
詳しくは、徳島県建設技術センター（☎625

─3991）へお問い合わせください。

お盆期間中の8月12日㈪から8月15日㈭までは、ごみの収集
は例年どおり午前6時から行いますので、午前6時までにごみ
を出していただきますようお願いします。
また、お盆期間中の粗大・不燃ごみの持込み受付時間は、午
前6時から午前11時に変更いたしますのでご注意ください。

北島町では収集日のないごみは清掃センターへ直接持ち込み
をしていただくか、専用ハガキでの申し込みをしていただいて
おります。清掃センターでは「割れ物等の不燃ごみ」「大型プ
ラスチック製品」「金属製品」「家庭用電化製品」「木製品」「剪
定枝」「乾電池」「蛍光灯」「自転車」を分けて処理しています。
ごみを持ち込まれるときも出されるときも分別のご協力をよろ
しくお願いいたします。

今
月
の
ご
み
対
策
啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

～お盆期間中のごみ収集～
北
島
小

伊
藤

環
来 ～収集日のないごみの分別～

7月
16．1㎏
？㎏

6月
15．0㎏
14．4㎏

0．6㎏減

5月
17．6㎏
16．1㎏

1．5㎏減

平成24年度
平成25年度

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”
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男

性

女

性

年

齢

17
〜
69
歳
※

18
〜
69
歳
※

体

重

50
㎏
以
上

最
高
血
圧

90
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上

年
間
献
血
回
数

3
回
以
内

2
回
以
内

年
間
総
献
血
量
1
、2
0
0
ｍ
Ｌ
以
内

8
0
0
ｍ
Ｌ
以
内

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

日

時

平
成
二
十
五
年
八
月

三
十
一
日
㈯

午
前
十
時
か

ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

（
受
付
：
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
）

場

所

北
島
町
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー

集
団
指
導
室
、
研

修
室
ほ
か

内

容

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ゲ
ー
ム
（
実
践
型
防
災

訓
練
）「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
！
」

講

師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ワ
イ

ト
ベ
ー
ス
と
く
し
ま

対

象

町
内
在
住
の
方
（
児

童
、
生
徒
含
む
）、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

※
児
童

に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
に

限
る
。

定

員

八
〇
名
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
募
集

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被

災
者
へ
の
支
援
活
動
を
行
う
た

め
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員

登
録
及
び
活
動
に
関
す
る
必
要

な
事
項
を
定
め
、
支
援
体
制
の

確
立
を
図
り
ま
す
。
町
内
に
居

住
ま
た
は
、
勤
務
す
る
方
並
び

に
団
体
を
対
象
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
の
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

★
申
込
方
法

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

設
置
し
て
い
ま
す
登
録
申
込
書

に
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
お
申
し
込
み
の
際

に
資
格（
医
師
、介
護
福
祉
士
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
等
）
特
技
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
あ
わ
せ
て

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

★
登
録
後

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等
の

受
講
案
内
を
送
付
さ
せ
て
頂
き

支
援
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

社会福
祉法人

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

北島町社会福祉協議会職員募集
平成25年度パート職員を次のとおり募集します。
●在宅サービスセンター
【募集人員】パート職員：ホームヘルパー養成研修2級課程以上の資格を有する者
【勤務時間】午前8時から午後6時までの間の3時間程度
【賃金及び労働条件】同法人の要綱による
【年 齢】平成25年10月1日現在65歳までの者
【試験方法】口述試験
【試 験 日】平成25年9月5日㈭
※試験時刻は応募された方へご連絡させて頂きます。

【試験場所】北島町保健相談センター
【応募方法】平成25年8月28日までに写真を貼付した履歴書と資格証明
書の写しを、北島町社会福祉協議会事務局までお申し込み下さい。

（土・日曜日・祝祭日を除く平日午前8時30分から午後5時15分まで）

○
日
時

八
月
二
十
日
㈫

十
二
時
四
十
分
か
ら
十
六
時
四
十

分
ま
で

○
場
所

北
島
町
役
場
前

○
献
血
方
法

全
血
献
血

※
四
〇
〇
ｍ
Ｌ
全
血
献
血
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
医
療
機
関
で

は
輸
血
の
九
十
七
％
が
、
患
者
さ
ん

の
安
全
の
た
め
に
四
〇
〇
ｍ
Ｌ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。（
副
作
用
発
生
の

可
能
性
が
低
く
、
安
全
性
が
向
上
し

ま
す
。）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
基

準
を
設
け
て
い
ま
す
。

採
血
基
準（
四
〇
〇
ｍ
Ｌ
全
血
献
血
）

※
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
献
血
に
つ

い
て
は
、
献
血
い
た
だ
く
方
の
健
康

を
考
慮
し
六
十
〜
六
十
四
歳
の
間
に

献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
献
血
受

付
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
受
付
の
際
に
、
安
全
で
責
任

の
あ
る
献
血
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
人
確
認
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
を
証
明
で
き
る
も

の
の
提
示
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
例
：
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
）

〜
献
血
者
の
皆
様
へ
〜

町
内
等
で
実
施
し
た
献
血
の
献
血

者
情
報
を
表
彰
及
び
献
血
推
進
の
た

め
、
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
氏
名
等
情

報
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
情

報
は
献
血
の
推
進
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。

献献献献献献献献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血血血血血血血血へへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

○
受
講
対
象
者

北
島
町
在
住
の
六

十
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

※
以
前
に
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た

方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
日
時

【
開
講
式
】

九
月
十
二
日
㈭

【
講
座
期
間
】
九
月
十
三
日
㈮
か
ら

十
月
三
十
一
日
㈭
ま
で
（
月
・
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
週
一
回
二
時
間

（
全
七
回
）

・
午
前
の
部

九
時
三
十
分
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で

・
午
後
の
部

一
時
三
十
分
か
ら
三

時
三
十
分
ま
で

※
受
講
日
・
時
間
は
受
付
順
に
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
修
了
式
】

十
一
月
一
日
㈮

○
受
講
場
所

北
島
町
厚
生
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
大
将
軍
神
社
敷
地
内
）
2

階

パ
ソ
コ
ン
室

○
講
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
会
会
員

○
講
座
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
は
が
き
・
住
所

録
の
作
成
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、メ
ー

ル
の
送
受
信
等（W

indow
s

、
一
太

郎
を
使
用
し
ま
す
。）

○
参
加
費

無
料

○
申
込
み

八
月
十
二
日
㈪
か
ら
八

月
二
十
三
日
㈮
ま
で

○
定
員

十
六
名
（
先
着
順
）

※
お
申
込
み
頂
い
た
方
に
、
詳
し
い

日
程
等
の
案
内
文
章
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第
二
十
三
期
高
齢
者
・
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

入
門
講
座
受
講
生
募
集

お
問
い
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
一
〇
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《
北
島
町
地
域
生
活
支
援
事
業
》

北
島
町
点
訳
講
習
会
受
講
者
募
集

講
習
期
間
▼
九
月
十
日
㈫
よ
り

全
二
十
回

受
講
場
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

受
講
内
容
▼
点
字
板
を
使
っ
て
の
基

礎
学
習
か
ら
パ
ソ
コ
ン

で
の
点
訳
図
書
の
作
成

受
講
料
▼
無
料

受
講
定
員
▼
十
名

受
講
資
格
▼
修
了
後
は
、
障
が
い
者

の
社
会
参
加
を
積
極
的

に
促
進
す
る
意
欲
の
あ

る
方

募
集
期
間
▼
九
月
三
日
㈫
ま
で

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。秘密は固くまもります。相談は無料です。

北島町ふれあい総合相談センター9・10月日程表

注：法律相談は、予約制の相談時間は20分です。
法律相談・外国人に関する相談は、予約制です。事前に社会福祉協議会（☎698－8910）までご
連絡ください。

※ 一般相談・児童教育相談は、事前に社会福祉協議会（☎698－8910）までご連絡ください。
※ 介護相談は、毎週月～金曜日（午前8時30分～午後5時まで）
北島町在宅サービスセンター（社会福祉協議会内）・北島町地域包括支援センター（役場4階）
で実施しております。

自衛官（学生）受付案内お 知 ら せ
『
毎
月
20
日
は
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
で
す
』

夏
休
み
中
の
た
め
、8
月
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
お
休
み
で
す
。

北
島
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

広
げ
よ
う
あ
い
さ
つ
の
輪

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先：自衛隊鳴門地域事務所（☎685－5306） 住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
自衛官募集ホームページ http : //www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

8
月
11
日
㈰

板
野
町

福
島
内
科

☎
6
7
2
―
4
9
7
0

8
月
12
日
㈪
〜
15
日
㈭

北
島
町

き
た
じ
ま
田
岡
病
院

☎
6
9
8
―
1
2
3
4

8
月
18
日
㈰

板
野
町

新
野
医
院

☎
6
7
2
―
0
5
7
1

8
月
25
日
㈰

板
野
町

近
藤
内
科
医
院

☎
6
7
2
―
5
6
3
0

9
月
1
日
㈰

板
野
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

☎
6
7
2
―
5
1
4
8

9
月
8
日
㈰

板
野
町

み
や
ざ
き
内
科
診
療
所

☎
6
7
2
―
6
6
1
8

9
月
15
日
㈰

上
板
町

井
内
内
科

☎
6
9
4
―
5
3
5
3

9
月
16
日
（
月
・
祝
）

上
板
町

野
田
（
泰
）
医
院

☎
6
9
4
―
2
0
0
9

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病

院
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
板
野
東
部
消
防
本
部

（
☎
六
九
八
―
九
一
一
九
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開 催 日
9月4日11日18日25日
10月2日9日16日23日
30日

9月17日
10月15日
9月5日
10月3日
9月19日
10月17日
9月6日13日20日27日
10月4日11日18日25日
9月11日
10月9日

毎週水曜日
13：00～16：00

毎月第3火曜日
10：00～12：00（予約制）
毎月第1木曜日
13：00～16：00
毎月第3木曜日
13：00～16：00
毎週金曜日
13：00～16：00
毎月第2水曜日
10：00～12：00（予約制）

相 談 の 内 容

高齢者の生活相談、
全般についての相談

財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等
についての相談
基本的人権や人権侵害に
関する相談
町、県、国の仕事に関す
る苦情などの相談
児童養育や教育などにつ
いての相談
外国人の在留、生活全般
についての相談

相談の種類

一般相談

法律相談

人権相談

行政相談

児童教育相談

外国人に関する相談

専

門

相

談

試 験 日
第1回8月下旬（一般・大学生）
第2回9月中旬

9月22日～26日

1次：9月16日・17日（いずれか1日実施）
2次：10月5日～11日（いずれか1日実施）
1次：9月21日
2次：10月12日～17日
3次：11月9日～12月12日

1次 10月19日
2次 11月30日・12月1日
1次：11月2・3日
2次：12月18日～20日

9月28・29日

1次 9月28日
2次 11月2・3日
1次 11月9・10日
2次 12月10～14日
1次 26年3月1日
2次 26年3月13日

平成26年1月18日

受 付 期 間
年間を通じて行っており
ます。

8月1日～9月7日

8月1日～9月6日

8月1日～9月6日

9月5日～10月1日

9月5日～9月30日

9月5日～9月9日

9月5日～9月9日

9月5日～9月30日

26年1月22日～1月31日

11月1日～
平成26年1月10日

資 格

18～27歳未満の男子

18～27歳未満の女子

高卒（見込含）
27歳未満
高卒（見込含）
21歳未満
高卒（見込含）
21歳未満
高卒（見込含）
21歳未満
高卒（見込含）21歳未満の、
成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

高卒（見込含）
21歳未満
（自衛官は23歳未満）

15歳以上17歳未満
（26年3月に中学校卒業又
は中等教育学校の前期課程
修了見込含）

募 集 種 目

（男子）

（女子）

一般曹候補生

航空学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

防衛医科大学

推薦

総合選抜

一般（前期）

一般（後期）

高等工科学校生徒

自衛官候補生

防衛大学
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メタボリックシンドローム該当者の割合
平成23年度　市町村国保法定報告より作成

市町村平均
7.7%

9.9
9.5 9.5 9.4

9 8.88.7 8.5 8.4
8.1 8.1 7.9 7.9 7.9

7.3 7.3 7.3 7.2
6.6 6.5

5.6
5.2

3.7 3.6
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北島町

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

集
団
乳
が
ん
検
診（
要
予
約
）

日
時九

月
十
四
日
㈯

午
前
の
部

八
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

午
後
の
部

一
時
〜
四
時

※
午
前
・
午
後
と
も
に
三
十
分
ご
と

に
時
間
帯
を
分
け
て
ご
予
約
を
受
け

付
け
致
し
ま
す
。

※
午
前
中
の
予
約
が
定
員
を
満
た
し

て
お
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。（
受
診
券
や
四
月
の
町
報
の
折

り
込
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
申
し
込
み

に
つ
い
て
周
知
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。）

場
所
・
申
込
先

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
要
予
約

予
約
状
況
に
よ
り
、
希

望
の
時
間
帯
で
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

対
象昨

年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
今
年
度
四
十
歳
以
上
の
北
島
町

に
住
民
票
が
あ
る
女
性
。（
昭
和
四

十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）

料
金

千
円

な
ん
と
！

北
島
町
の

メ
タ
ボ
率
は
県
内
一
位
⁉

驚
き
の
結
果
が
で
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
特
定
健
診
の

結
果
よ
り
、
メ
タ
ボ
該
当
者
の
割
合

が
県
内
二
十
四
市
町
村
の
中
で
、
第

一
位
。
こ
の
結
果
を
皆
さ
ん
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？

ち
な
み
に
、
メ
タ
ボ
予
備
軍
の
方

も
含
め
る
と
、
受
診
者
（
約
千
二
百

人
）
の
約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

診
断
に
は
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積（
ウ

エ
ス
ト
周
囲
径
が
男
性
八
十
五
㎝
以

上
、
女
性
九
十
㎝
以
上
）
で
、
こ
れ

に
加
え
て
脂
質
代
謝
異
常
、
高
血

圧
、
高
血
糖
の
三
項
目
の
う
ち
二
項

目
以
上
を
満
た
す
場
合
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ

ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で

は
、
十
年
後
の
虚
血
性
心
疾
患
（
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
）
の
危
険
度
が
、

正
常
な
人
に
比
べ
三
十
六
倍
も
高
く

な
り
ま
す
。

た
と
え
一
つ
ひ
と
つ
の
危
険
因
子

の
状
態
が
軽
く
て
も
、
重
複
し
て
存

在
す
る
と
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
発
症

が
相
乗
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
世
界

的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
内
臓
脂
肪
そ
の
も

の
を
減
ら
す
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食

事
療
法
、
運
動
療
法
を
主
と
し
た
生

活
改
善
を
三
〜
六
カ
月
行
っ
て
も
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
中
性
脂
肪
血

症
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
個
々

の
病
態
に
対
し
て
の
薬
物
療
法
が
行

わ
れ
ま
す
。

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
る
人
の

食
生
活
に
は
、
間
食
が
多
い
、
緑
黄

色
野
菜
が
少
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ

る
よ
う
な
の
で
、
食
事
日
記
に
よ
る

食
行
動
の
チ
ェ
ッ
ク
で
、
問
題
点
を

具
体
化
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

ぜ
ひ
、
特
定
健
診
を
受
け
て
、「
結

果
説
明
会
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
？
」
と

思
っ
た
ら
⁉

ま
ず
、
真
っ
先
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
自
分
で
も
で
き
る
応

急
処
置
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①

涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、
衣
類

を
ゆ
る
め
安
静
に
寝
か
せ
る
。

②

エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
、
う
ち
わ

な
ど
で
風
を
送
っ
て
身
体
を
冷

や
す
。

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
腋
の

下
、
太
腿
の
付
け
根
な
ど
に
当

て
る
。

水
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
直
接
肌
に

か
け
る
の
も
効
果
的
で
す
。

③

水
分
を
補
給
す
る
。

汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
の
補
給
が

大
切
。

一
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

四
〇
〜
八
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
塩

分
を
含
む
イ
オ
ン
飲
料
を
少
し

ず
つ
飲
む
。
こ
の
時
、
ビ
ー
ル

な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
逆
効

果
で
す
。

④

症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
た
め
ら
わ
ず
1
1
9
番
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
、
回
復
し
て
し
ま
え
ば

終
わ
り
、
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

一
説
に
よ
る
と
、
熱
中
症
に
な
っ

た
経
験
の
あ
る
人
は
再
び
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
で
体
温
が
高
く
な
る

と
、
大
腸
菌
で
つ
く
ら
れ
た
内
毒
素

が
血
液
中
に
溢
れ
出
て
、
体
温
が
正

常
に
戻
っ
て
も
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま

る
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。

回
復
後
は
し
ば
ら
く
静
か
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

熱
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
、

熱
中
症
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
し
っ

か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
注
意
‼「
熱
中
症
」

保
険
薬
剤
師

三

原

寛

子
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板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ

事
務
所 

（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

「
社
会
的
ス
キ
ル
の
育
成
」

中
学
時
代
に
不
登
校
だ
っ
た
人
を

対
象
に
、
文
部
科
学
省
が
卒
業
か
ら

五
年
後
の
二
〇
一
一
年
に
実
施
し
た

追
跡
調
査
の
結
果
が
七
月
に
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
不
登
校
に
な
っ

た
き
っ
か
け
（
複
数
回
答
）
は
、「
友

人
関
係
」
が
五
十
二
・
九
％
と
一
番

多
く
、「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
」（
三
十

四
・
二
％
）、「
勉
強
が
分
か
ら
な
い
」

（
三
十
一
・
二
％
）と
続
い
て
い
ま
す
。

中
学
卒
業
後
か
ら
現
在
ま
で
の
生

活
に
必
要
な
相
談
や
手
助
け
に
つ
い

て
は
「
仕
事
に
役
立
つ
技
術
や
技
能

の
習
得
」、「
心
の
悩
み
」
に
続
き
、

「
自
分
の
気
持
ち
を
は
っ
き
り
表
現

し
た
り
、
人
と
う
ま
く
付
き
合
っ
た

り
す
る
方
法
の
指
導
」二
十
七
・
二
％

（
複
数
回
答
）と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
「
友
人
関
係
」
は

不
登
校
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
友

人
関
係
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
が

不
登
校
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
や
、
中
学
卒
業
後
か
ら
生
活

す
る
上
で
の
支
援
と
し
て
、
対
人
関

係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
支
援
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
友
人
関
係
や
社
会
に
出

て
か
ら
の
人
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
、
周
り
の
人
と
う
ま
く
や
っ
て
い

っ
た
り
、
社
会
生
活
の
中
で
問
題
に

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
解
決
し
て
い
く

の
に
必
要
な
や
り
方
の
こ
と
で
あ
る

「
社
会
的
ス
キ
ル
」
を
身
に
付
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
え
ま

す
。「
社
会
的
ス
キ
ル
」
と
は
、
具

体
的
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
キ
ル
」「
問
題
解
決
の
ス
キ
ル
」

「
怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
ス
キ
ル
」
等
の
こ
と
で
す
。

社
会
的
ス
キ
ル
は
成
長
の
過
程
に

お
い
て
、
親
な
ど
の
身
近
な
人
の
行

動
を
モ
デ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
自
然
に

獲
得
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
獲
得

で
き
ず
に
い
た
り
、
不
適
切
な
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が

様
々
な
問
題
に
繋
が
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

学
力
や
社
会
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、不
登
校
の
み
な
ら
ず
、

非
行
の
予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。

家
族
や
地
域
の
大
人
は
、
子
ど
も

が
「
あ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
お
手
本
と
な
る
振

る
舞
い
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
小
林
寿
一
編
著
「
少
年
非
行
の
行

動
科
学
」
引
用
・
参
考
）

徳島北警察署広報 ☎698―0110ポリテクセンター徳島
職業訓練生の募集
再就職をめざす求職者の方を対

象に職業訓練を実施しています。
入所を希望される方はご相談くだ
さい。
募集訓練科
■住環境計画科
住宅の営業職またはアドバイ

ザーを目指し、建築関連知識から
内装・設備、特に省エネ関連の知
識・技術、クライアントに最適な
住空間の計画・提案をするための
知識・技術の習得を目指します。
〔訓練期間：11月1日㈮～平成26
年4月28日㈪〕
対 象 者
ハローワークに求職の申し込み

をしている方等。
※選考があります。詳しくは下記
「お問い合わせ」まで

※受講料は無料、テキスト代等は
必要です。

募集期間
9月2日㈪～10月7日㈪

お問い合わせは
（土日祝を除く、平日9：00～
17：00）
独立行政法人高齢・障害・求職
者支援機構
徳島職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター徳島）

☎654－5102まで。

徳島スマートドライバーセーフティラリー2013
無事故・無違反でめざせ安全で安心な徳島～
参加募集期間 7月16日～8月31日
実施期間 9月1日～12月31日

○参加資格：徳島県在住、通勤・通学先が県内の運転免許保有者
○1チーム5～9人であれば編成は自由です。参加申込書と参加料1人あ
たり700円を添えて、最寄りの警察署窓口の交通安全協会へ申し込んで
下さい。

楽しい夏にはメリハリを！
山登り、海水浴、バーベキュー等
楽しいイベントがたくさんある夏！
だからこそ守って欲しいことがある！

1 交通事故防止
お盆休みや夏休みの影響により交通量が増えます。交通事故はちょっ
との油断が命取りです。時間に余裕を持って運転して下さい。
2 雑踏事故防止

人が集まる場所ではひったくりや置引きの被害が発生しやすいため、
貴重品から目を離さないようにして下さい。
3 水難事故防止

海やプールでは毎年多くの人が命を落としています。危険な場所へは
足を踏み入れないようにして下さい。また、施設のルールをよく守って
下さい。

平成25年度警察職員募集
1警察官B：受付期間8月8日㈭～8月29日㈭

第1次試験日10月20日㈰
2警察職員：受付期間8月8日㈭～8月26日㈪

第1次試験日9月29日㈰
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北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

（
サ
ン
フ
ラ
ワ

ド

ム
）
だ
よ
り
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�

日

時

平
成
25
年
9
月
29
日
�

（
小
雨
決
行
）

受

付

午
前
9
時
〜

開
会
式

午
前
9
時
15
分
〜

集
合
場
所

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

注

当
日
、
事
情
に
よ
り
若
干
の
変

更
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
及
び
申
込
先

北
島
町
教
育
委
員
会

☎
6
9
8─

9
8
1
2

申
込
締
切

平
成
25
年
9
月
25
日
�

コ
ー
ス

高
房
方
面

往
復
約
4
・
0
㎞

内
容北

島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー→

大

鵬
薬
品
工
業
遊
歩
道→

北
島
町
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
気
軽
に
楽
し
く

本
人
に
無
理
の
な
い
運
動
で
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
時
期
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
暑
さ
対
策
を
し
て
、
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
！

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
も
一
緒
に
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
最
後
に
粗

品
の
抽
選
（
か
ら
く
じ
な
し
）
も
あ

り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

第第第第第第第第第第第第第第
3333333333333377777777777777
回回回回回回回回回回回回回回

北北北北北北北北北北北北北北
島島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町町
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
けけけけけけけけけけけけけけ
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
けけけけけけけけけけけけけけ
運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動

参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者者者者者
募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集

北
島
町
体
育
協
会
だ
よ
り

◎
行
事
予
定
（
8
月
・
9
月
）

★
8
月
24
日
㈯

9
時

英
心
館
空
手
大
会

★
8
月
25
日
㈰
・
9
月
8
日
㈰

9
時

第
60
回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
総
合
選

手
権
大
会

★
8
月
31
日
㈯

9
時

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
北
島
イ
ー
ス
ト
カ

ッ
プ

★
9
月
1
日
㈰

9
時

秋
季
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
9
月
15
日
㈰
、
16
日
㈪

9
時

四
国
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会

★
9
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

9
時

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
北
島
さ
く

ら
ん
ぼ
カ
ッ
プ

★
9
月
29
日
㈰

9
時

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

※
お
問
い
合
せ

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

☎
6
9
7─

3
2
4
1

徳島ヴォルティス「北島町ホームタウンデー」
開 催 決 定 ‼

北島町がホームタウンとなっているサッカー J2徳島ヴォルティスの試

合において「北島町ホームタウンデー」が8月25日㈰に開催されます。こ

の試合に北島町にお住まいのみなさんを、ご優待価格大人1000円、小中高

生無料でご招待します。みんなで徳島ヴォルティスを応援しましょう。

【と き】8月25日㈰

午後6時30分キックオフ

【ところ】鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

【内 容】徳島ヴォルティスVS京都サンガ

【対象者】北島町にお住まいの方

【入場方法】「町報北島」8月号または免許証、保険証など、北島町民で

あることを証明できるものを持ってホームタウンデーチケット引換ブース

までお越しください。観戦チケットをお渡しします。なお、観戦場所はホー

ム自由席になりますのでホーム自由席入場口から入場してください。

【チケット交換時間】午後3時30分から午後7時30分まで

【注意事項】缶・ビンの持ち込みは出来ませんので予めご了承ください。

【問い合わせ】北島町役場総務課（☎698─9801）

第
19
回
北
島
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

場
所：

北
島
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。4

江
尻

0
7月10日㈬
20：40～

5

優 勝 鯛浜西

3
鯛
浜
西

12

7月11日㈭
19：20～

2
中
村
北

25
7月10日㈬
19：20～

1

1
北
村
団
地

5
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準
優
勝
女
子

徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
徳
島
県
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
徳
島
新
聞
社
杯
）
に
お
い
て
、
北

島
ベ
リ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ（
女
子
）が
創
部
7
年
目
に

し
て
初
め
て
決
勝
の
舞
台
に
駒
を
進

め
県
大
会
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
8
月
末
の
四
国
大
会
、

来
年
1
月
の
全
国
大
会
徳
島
県
予
選

優
勝
に
向
け
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝
女女女女女女女女女女女女
子子子子子子子子子子子子
走走走走走走走走走走走走
りりりりりりりりりりりり
高高高高高高高高高高高高
跳跳跳跳跳跳跳跳跳跳跳跳
びびびびびびびびびびびび

第第第第第第第第第第第第
222222222222999999999999
回回回回回回回回回回回回
全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国
小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
上上上上上上上上上上上上
競競競競競競競競競競競競
技技技技技技技技技技技技
交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流
大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島
県県県県県県県県県県県県
選選選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手手手
選選選選選選選選選選選選
考考考考考考考考考考考考
会会会会会会会会会会会会
にににににににににににに
参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加

6
月
30
日
、
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
・

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
北
島
ジ
ュ
ニ

ア
陸
上
ク
ラ
ブ
か
ら
、5
・
6
年
生
、

7
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
、
女

子
走
り
高
跳
び
に
お
い
て
、
阿
部
ひ

か
る
（
北
島
小
学
校
）
選
手
が
1
ｍ

28
㎝
の
好
記
録
で
優
勝
し
、
8
月
23

日
、
24
日
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横

浜
）
で
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

成
績
（
6
位
入
賞
者
）

走
り
高
跳
び

1
位

阿
部
ひ
か
る

4
位

中
野

樹

走
り
幅
跳
び

2
位

中
川
明
日
奏

80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
3
位

坂
田

俊
輔

4
位

竹
内

晃
綺

第
18
回
県
北
Ｇ
Ｇ
大
会

期
日

6
月
30
日
㈰

参
加
数
645
名

場
所

吉
野
川
北
岸
多
目
的
広
場

「
団
体
ゲ
ー
ム
」

北
島
協
会
Ａ
チ
ー
ム

第
3
位

6
名
合
計

365
打

参
加
者

大
嶋
俊
政

関

憲
二

波
多
野
利
夫

柏
木

操

中
村
榮
次

�
田
千
恵
子

「
7
月
度
月
例
杯
」

期
日

7
月
1
日
㈪

参
加
数
48
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

関

憲
二

30
打

準
優
勝

田
中

勢
次

32
打

第
3
位

武
知

功

33
打

第
4
位

福
原

茂
子

33
打

第
5
位

北
島

誠
子

33
打

「
鳴
門
板
野
郡
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

期
日

7
月
14
日
㈰

参
加
数
250
名

場
所

鳴
門
内
ノ
海
総
合
公
園

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

第
4
位

波
多
野
利
夫

3
Ｒ
56
打

北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
の
み

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

猛
暑
の
中
強
豪
チ
ー
ム
の
激
突

激
し
い
対
抗
戦
で
会
場
が
盛
り
上
る

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

主
催
・
会
場

6
・
28

平
成
25
年
度
第
36
回
北
島
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

3
・
16

優
勝
3
組

島
崎
チ
ー
ム

北
島
町
体
育
協
会

北
島
中
央
コ
ー
ト

7
・
3

平
成
25
年
第
5
回
香
川
・
徳
島
交
流
大
会

25
・
130

優
勝
3
勝

2
コ
ー
ト
北
島

態
野
杯

土
成
中
央
コ
ー
ト

7
・
6

北
島
町
Ｃ
Ｂ
協
会
月
例
大
会
（
7
月
）

4
・
20

優
勝
1
組

島
崎
チ
ー
ム

北
島
町
協
会

中
央
コ
ー
ト

7
・
7

第
29
回
全
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選

44
・
230

4
コ
ー
ト
予
選

1
勝
2
敗
北
島

徳
島
県
協
会

田
宮
陸
上
競
技
場

県
外
大
会
に
お
い
て
、
横
田
さ

ん
が
プ
レ
イ
オ
フ
で
惜
し
く
も

準
優
勝
。
女
子
の
部
で
は
、
岡

部
さ
ん
が
優
勝
に
輝
い
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ
Ｎ
Ｔ

6
・
23

六
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

32
名

優
勝
森

大
二
郎
・
山
村

武
司

二
位
堀
江
サ
カ
エ
・
鎌
田

勲

三
位
前
川

誠
治
・
荒
瀬

敬
一

182020

586363

7
・
8

第
十
回
楠
見
オ
ー
プ
ン
大
会

場
所

芦
田
湖
小
谷
コ
ー
ス（
世
羅
町
）

130
名

女
子

優
勝
岡
部

文
子

男
子
シ
ニ
ア
二
位横

田

弘

7772

7
・
14

七
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝

大
松
ツ
タ
エ

二
位

福
原

久
美

三
位

鹿
児
島
省
三

ベ
ス
グ
ロ

筒
井

英
幸

362017

54586776

第
11
回
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て

日
時

9
月
1
日
㈰

9
時

場
所

北
島
町
親
水
公
園
多
目
的
広
場

本
大
会
は
中
国
四
国
9
県
か
ら

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
精
鋭
が
一
同

に
会
し
て
行
わ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

是
非
、
見
物
に
お
出
掛
け
頂
い

て
、
声
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

準
優
勝
に
喜
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

阿
部
ひ
か
る
さ
ん
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想
起
す
れ
ば
、
七
十
二
年
前
、

風
雲
急
を
告
げ
る
戦
時
下
、
昭
和

十
六
年
一
月
三
十
一
日
、
大
雪
の

降
っ
た
早
朝
、
新
し
い
希
望
を
胸

に
抱
き
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇

軍
に
当
時
高
小
二

年
（
現
中
学
二
）

四
名
で
志
願
し
、

板
野
町
旧
国
鉄
羅

漢
駅
頭
の
広
場
で

大
勢
の
村
人
が
ふ

る
日
の
丸
の
小
旗

と
歓
呼
の
声
に
送

ら
れ
出
発
し
、
二

月
一
日
茨
城
県
内
原
義
勇
軍
訓
練

所
に
入
所
し
ま
し
た
。

当
時
、
紅
顔
の
美
少
年
（
十
四

〜
十
五
歳
）
を
中
心
と
し
て
郷
土

中
隊
（
中
隊
長
小
川
正
夫
）
二
百

三
十
名
で
編
成
し
、
他
県
の
同
志

と
共
に
、
二
ヶ
月
間
の
厳
し
い
農

事
と
軍
事
の
訓
練
に
精
魂
を
か
た

む
け
ま
し
た
。

私
の
経
歴
は
、
昭
和
十
六
年
四

月
中
旬
、中
国
東
北
部（
旧
満
州
）

レ
イ

北
安
省
鉄
麗
義
勇
隊
訓
練
所
に
入

所
し
以
後
、
吉
林
省
河
湾
子
訓
練

所
・
龍
江
省
宝
竜
開
拓
団
・
黒
河

省
北
鎮
義
勇
隊
開
拓
団
へ
と
各
地

を
移
行
し
開
拓
事
業
に
精
を
出
し

ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
八
日
、
突

如
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
が
あ
り
、「
交

通
の
要
所
で
あ
る
孫
呉
駅
ま
で
引

き
揚
げ
よ
」
と
緊
急
無
線
が
入
っ

た
。
家
屋
や
農
機
具
な
ど
生
活
手

段
の
一
切
を
現
地
に
放
置
し
た
ま

ま
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で

開
拓
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

終
戦
日
前
の
五
日
間
は
、
孫
呉
部

隊
に
編
入
さ
れ
手
榴
弾
五
発
（
一
発

は
自
決
用
）
の
み
支
給
さ
れ
、
銃
は

渡
さ
れ
ず
山
の
陣
地
に
立
て
こ
も

り
、
毎
日
激
し
い
ソ
連
機
の
爆
撃
と

戦
車
の
砲
弾
の
中
を
生
死
の
境
を
さ

ま
よ
っ
た
。

八
月
十
五
日
正
午
、
生
存
者
は
車

座
と
な
り
玉
音
放
送
を
聞
き
敗
戦
を

知
り
ま
し
た
。
私
共
は
捕
虜
と
な
り

シ
ベ
リ
ア
へ
送
ら
れ
四
年
間
の
過
酷

な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
生
活
を
送
り

ま
し
た
。

当
時
の
爲
政
者
の
あ
や
ま
っ
た
国

策
で
敗
戦
の
大
混
乱
と
な
り
、
希
望

や
夢
が
一
瞬
の
う
ち
に
打
ち
砕
か

れ
、
辺
境
の
広
野
や
酷
寒
の
シ
ベ
リ

ア
で
悲
劇
の
生
涯
を
終
へ
た
多
く
の

同
志
の
面
影
が
浮
か
ぶ
…

生
存
者
は
、
広
く
浄
財
を
求
め
、

念
願
の
拓
魂
碑
を
昭
和
四
十
五
年
の

九
月
二
十
三
日
に
眉
山
山
頂
に
建
立

し
、
四
十
有
余
年
の
現
在
ま
で
慰
霊

祭
を
行
っ
て
い
る
。

風
化
し
つ
つ
あ
る
終
戦
記
念
日
を

迎
へ
今
一
度
、「
平
和
の
尊
さ
」
を

か
み
し
め
不
戦
を
誓
い
た
い
。

碑
の
建
立
と
共
に
記
念
植
樹
し
た

義
勇
軍
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
っ

た
「
桜
」
の
苗
木
も
半
世
紀
を
迎
え

成
長
し
碑
を
見
守
り
つ
つ
老
若
男
女

が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
コ
ー
ス
の
絶

好
の
休
息
所
と
な
っ
て
い
る
。

句
碑

ふ
る
里
の
シ
ズ

こ
こ
に
鎮
ま
る
拓
友
の

タ
マ

み
霊
安
か
れ

四
季
の
移
り
に

瀬
戸
内
艶
子

詠
む合

掌

昭
和
十
六
年
よ
り
二
十
四
年
の
九

年
間
は
義
勇
隊
生
活
の
労
苦
、
敗
戦

の
悲
惨
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
過
酷
と

青
春
を
犠
牲
に
し
た
波
乱
の
人
生
で

し
た
。

縁
あ
っ
て
北
島
町
に
定
住
し
六
十

年
余
り
が
た
ち
、
八
十
六
歳
の
半
ば

を
過
ぎ
今
年
は
夫
婦
そ
ろ
っ
た
六
十

周
年
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
婚
を
祝
福
さ

れ
そ
う
で
す
。

住
み
よ
い
環
境
の
よ
い
北
島
町
の

地
域
社
会
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
幸

せ
の
中
に
自
分
の
今
日
が
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
余
生
を
暮
ら
し
た
い
。

随筆

（519）
「
追
憶
」8．15
六
十
八
回

終
戦
記
念
日
を
迎
え

高
房天

羽

敏

扇
風
機
犬
の
親
子
の
必
需
品

村
尾

芦
月

乳
飲
み
子
と
一
年
マ
マ
の
三
尺
寝

大
西

通
世

旅
土
産
ま
じ
え
て
満
た
す
冷
蔵
庫

滝
上

由
香

ろ
う
お
う

老
鴬
や
野
麦
峠
の
今
む
か
し

松
浦

勝
江

天
板
は
ガ
ラ
ス
の
机
夏
座
敷

森

し
げ
る

さ
ぎ

青
鷺
の
飛
び
立
つ
羽
音
風
青
し

阿
部

蒼
空

茄
子
漬
の
紺
を
深
め
て
家
を
守
る

川
村
ユ
キ
ヱ

お
し
ょ
う

夏
帽
の
和
尚
こ
れ
ほ
ど
小
柄
と
は

青
木

拓
郎

庭
そ
う
じ
箒
に
登
る
雨
蛙

阿
部
久
美
子

風
鈴
を
吊
し
て
俳
句
生
ま
れ
け
り

広
瀬

徳
江

カ
ビ

と
つ
と
き
の
靴
に
油
断
の
黴
の
生
え

仁
木
つ
と
む

重
ね
積
む
車
の
墓
場
草
い
き
れ

松
岡

乙

草
い
き
れ
停
車
の
長
き
無
人
駅

采
見

憲
男

富
士
世
界
遺
産
な
る
日
の
夏
の
空

山
本

和
子

旅
三
日
明
日
は
日
傘
か
雨
傘
か

長
尾
寿
美
子

ヒ
デ
リ

大
旱
野
菜
高
値
に
こ
ぼ
す
愚
痴

橋
本
ま
さ
よ
し

の
ぞ

涼
し
さ
や
朝
市
覗
く
下
駄
の
音

近
藤

与
祢

俳
句
大
会
の
ご
報
告

北
島
町
俳
句
連
盟

第
25
回
県
下
俳
句
大
会
は
七
月
七
日
㈰
、
六
十
名
の
御
参
加
を

得
て
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

町
長
賞

板
野
町

岡
本

虹
村

羅
の
袖
に
し
の
ば
せ
喪
の
念
珠

議
会
議
長
賞

神
山
町

森

健
州

あ

夏
空
に
揚
が
る
校
旗
や
覇
者
の
歌

教
育
長
賞

北
島
町

阿
部
久
美
子

下
校
児
の
道
草
誘
う
蝉
の
声

第
四
位

阿
波
市

三
木

光
風

は
は

手
直
し
も
せ
ず
羅
は
秕
の
も
の

第
五
位

藍
住
町

岡
本

淳
子

睡
蓮
の
古
代
の
色
を
損
な
は
ず
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（6月届分）

慶

弔

お
く
や
み

本
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、
八
月

号
の
と
じ
込
み
チ
ラ
シ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
実
施
計
画
に
従
っ
て
、
八
月

十
九
日
か
ら
、
十
月
二
十
三
日
ま

で
、
町
内
各
会
場
で
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
今

後
ど
の
よ
う
な
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
け
ば
よ
い
か
」
の
問
い
か
け
に
対

し「
子
育
て
」と
回
答
さ
れ
た
方
が
、

最
も
多
く
、約
八
十
％（
複
数
回
答
）

お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
今
年

度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き「
子
育
て
」を
取

り
上
げ
、
話
し
合
い

の
テ
ー
マ
を
「
相
手

の
心
の
痛
み
が
わ
か

る
優
し
い
子
ど
も
を

育
て
る
に
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か

―
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
に
お
け
る
取
り

組
み
を
通
し
て
―
」

と
し
、
子
育
て
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
へ
の
取
り

組
み
方
と
し
て
私
た

ち
は
九
つ
の
問
題
を
用
意
し
ま
し

た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、

〇

各
家
庭
で
は
、
自
分
た
ち
の
子

ど
も
に
対
し
て
「
わ
た
し
た
ち
は

あ
な
た
が
大
好
き
よ
」「
あ
な
た

は

私
た
ち
の
宝
物
だ
か
ら
ね
」

「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
は
あ
な
た
の
味
方
だ
か
ら

ね
」
と
言
っ
て
、
抱
き
し
め
な
が

ら
、
愛
情
一
杯
で
育
て
る
。

〇

子
ど
も
の
欠
点
を
見
つ
け
て
責

め
る
の
で
は
な
く
、
長
所
を
見
つ

け
て
ほ
め
て
育
て
る
。
ほ
め
て
自

信
を
つ
け
さ
せ
な
が
ら
、
子
ど
も

の
心
に
喜
び
と
余
裕
を
も
た
せ
る

と
と
も
に
、自
尊
感
情
を
高
め
る
。

〇

自
分
勝
手
な
子
ど
も
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
周
り
の
人
た
ち
と
仲

良
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
優
し

い
心
や
相
手
を
思
い
や
る
心
等
を

発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
、
順
次
身

に
つ
け
さ
せ
て
い
く

〇

善
悪
の
判
断
が
つ
い
て
も
、
善

の
行
動
を
と
ら
ず
、
平
気
で
悪
の

行
動
を
と
る
子
ど
も
が
い
る
の
で

私
た
ち
は
、
子
ど
も
の
心
の
中
に

「
善
を
愛
し
、悪
を
憎
む
感
情（
正

義
感
）」
し
っ
か
り
と
育
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

〇

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
大
人

た
ち
の
行
動
を
よ
く
み
て
い
る
の

で
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
日
々
、

自
己
を
高
め
て
い
く
努
力
（
気
持

ち
）
が
必
要
で
あ
る
。

〇

子
ど
も
に
は
、
目
標
を
も
た

せ
、
そ
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て

努
力
す
る
と
い
う
楽
し
く
充
実
感

の
あ
る
日
々
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
。

〇

子
ど
も
時
代
に
、
す
ば
ら
し
い

感
動
体
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
与

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
、
工
夫
し
て
、

努
力
し
て
、
目
標
が
達
成
さ
れ
た

時
の
喜
び
や
感
動
は
仲
間
意
識
を

高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
大
き

く
成
長
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

〇

家
庭
の
内
外
を
問
わ
ず
、
社
会

的
に
弱
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る

方
々
（
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
々
等
）
の
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
実
行
し
、
そ
の
量
と
質

と
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

話
し
合
い
の
方
向
と
し
て
は
、
九

つ
の
提
起
の
中
か
ら
、
各
会
場
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
方
が
、
い
ち
ば
ん

話
し
合
い
た
い
・
い
ち
ば
ん
学
ん
で

お
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
子
育
て
中
の
方
は
思
い
や
悩

み
を
、
子
育
て
を
終
え
ら
れ
た
方
は

会
場
で
出
さ
れ
た
悩
み
や
意
見
・
思

い
に
ご
自
分
が
ど
う
対
処
さ
れ
た
か

な
ど
貴
重
な
体
験
を
お
話
し
い
た
だ

け
る
と
話
し
合
い
が
深
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
自
由
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
学

び
あ
っ
た
り
教
え
合
っ
た
り
す
る
中

で
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
や
地
域
社

会
で
の
子
育
て
を
み
ん
な
で
考
え
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
各

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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一
般
質
問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問

は
、
中
勝
議
員
、
樋
口
富
夫
議
員
、

武
山
光
憲
議
員
、
大
溝
典
幸
議
員
、

増
谷
禎
通
議
員
、
伊
勢
政
二
議
員
、

中
野
真
吾
議
員
で
大
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

中

勝
議
員

（
質
問
一
）
成

年
被
後
見
制
度

①

先
般
の
裁

判
に
お
い
て
、

成
年
被
後
見
制

度
に
よ
る
選
挙
参
加
が
適
法
で
あ
る

と
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

現
在
、
北
島
町
に
お
い
て
該
当
者

は
何
人
い
る
か
。

（
答
弁
）

成
年
被
後
見
人
の
方
は
、
平
成
二

十
五
年
六
月
二
日
の
選
挙
人
名
簿
の

定
時
登
録
時
で
十
七
名
い
る
。

（
質
問
一
）
②

選
挙
に
お
け
る
公
平
性
か
ら
選
挙

立
会
人
が
必
要
と
な
る
が
、
確
保
は

で
き
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

今
回
の
法
改
正
に
か
か
る
具
体
的

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ
て
説

明
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
不
在
者
投
票
等
の
公
正
な

実
施
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
二
）
糖
尿
病
対
策

①

本
年
度
、
香
川
県
で
は
小
学
四

年
生
ま
た
は
五
年
生
に
対
し
、
糖
尿

病
を
見
つ
け
る
た
め
の
血
液
検
査
を

実
施
す
る
と
聞
く
が
、
実
態
を
把
握

し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

把
握
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

香
川
県
で
は
、
糖
尿
病
受
療
率
全

国
男
性
一
位
、
女
性
二
位
と
い
う
状

態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
を
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
北
島
町
で
は
こ
の
様
な

呼
び
か
け
を
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
は
、

町
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
ま
た
各
種
団
体
の
会
合
や
出
前

講
座
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
特
定
健
診
結
果
な
ど
よ
り
健

康
相
談
を
行
い
、
個
別
で
の
呼
び
か

け
も
し
て
い
る
。
小
中
学
校
で
も
予

防
教
室
を
行
い
好
評
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
継
続
し
た
い
。

（
質
問
二
）

③

北
島
町
に
お
い
て
も
小
学
五
年

生
、
中
学
二
年
生
を
対
象
に
血
液
検

査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
、
昨
年

十
二
月
議
会
で
指
摘
し
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④

三
月
議
会
に
お
い
て
武
山
議
員

か
ら
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
簡
易
血

液
検
査
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
う
が

如
何
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
小
学
四
年
生
で
試
行
す
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
各
校
の
校
医
と
校
長
を
含
め
相

談
す
る
。
時
期
や
場
所
を
含
め
て
具

体
的
に
検
討
す
る
。

（
質
問
二
）
⑤

血
液
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

児
童
の
現
状
が
把
握
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
後
の
追
跡
調

査
も
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
や

家
族
に
食
事
指
導
な
ど
生
活
指
導
す

る
こ
と
が
で
き
、
将
来
糖
尿
病
に
か

か
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

（
答
弁
）

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
食
事
指

導
や
生
活
指
導
の
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
う
。

（
質
問
二
）
⑥

北
島
町
に
お
い
て
も
肥
満
度
出
現

率
が
多
い
学
年
も
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
個
別
指
導
な
ど
行
っ

て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

毎
年
、
健
康
診
断
を
し
て
い
る
。

肥
満
度
な
ど
気
に
な
る
項
目
に
つ
い

て
は
、
個
人
面
接
を
通
じ
て
個
別
指

導
を
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
児
童
館
等
駐
車
場

①

各
児
童
館
は
、
利
用
者
数
に
対

し
て
駐
車
場
の
整
備
が
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
南
児
童
館

は
、
専
用
駐
車
場
が
四
台
分
し
か
な

い
。
ま
た
、
西
児
童
館
は
皆
無
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
路
上
駐
車
な
ど
の

弊
害
が
起
き
て
い
る
。
駐
車
場
の
確

保
な
ど
で
き
な
い
か
。

②

児
童
館
や
幼
稚
園
児
の
出
迎
え

な
ど
で
、
周
辺
の
道
路
も
混
雑
し
て

い
る
。
事
故
の
可
能
性
や
近
隣
住
民

へ
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、早
急
な
対
策
が
必
要
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

施
設
周
辺
に
新
た
に
駐
車
場
を
構

え
る
こ
と
や
周
辺
道
路
を
拡
幅
す
る

こ
と
は
、
す
ぐ
に
は
対
応
困
難
な
状

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
二
十
五
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
に
開
会
さ
れ
、
六
月
二

十
一
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
五
議
案
と
報
告
が
三
件
、
諮
問
が
一
件
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
「「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
と
請
願
が

三
件
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、「
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
請
願
書
」

及
び
「
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ
り

脱
原
発
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い

て
は
不
採
択
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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況
で
あ
る
。
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
児
童
館
利
用
の
際
に
不
便
を
お

掛
け
す
る
が
、
徒
歩
や
自
転
車
で
の

来
館
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
る
。

（
質
問
四
）
避
難
所

①

先
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

北
島
町
の
避
難
所
収
容
人
数
は
人
口

二
万
三
千
人
に
対
し
五
千
人
と
あ
っ

た
が
、
一
時
避
難
場
所
や
こ
れ
か
ら

で
き
る
高
速
道
路
を
利
用
し
た
避
難

場
所
を
含
め
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い

の
避
難
が
可
能
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
公
共
施
設
や
一
時
避
難
ビ

ル
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
民

間
施
設
等
あ
わ
せ
て
津
波
時
の
一
時

避
難
場
所
は
町
内
に
十
一
カ
所
あ

り
、
徳
島
県
の
津
波
避
難
計
画
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
算
定
し
た
場

合
、
現
在
、
合
計
約
一
万
九
千
人
の

収
容
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

高
速
道
路
を
利
用
し
た
法
面
の
避
難

場
所
、
避
難
タ
ワ
ー
あ
わ
せ
て
約
千

二
百
人
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
現
在
、
北
島
町
、
徳
島
県
、
徳

島
市
、
大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社
の

四
者
で
避
難
場
所
と
し
て
協
定
を
進

め
て
い
る
公
園
広
場
で
約
二
万
人
、

洪
水
避
難
場
所
と
し
て
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
フ
ジ
グ
ラ
ン
北
島
に
つ
い

て
も
、
津
波
一
時
避
難
ビ
ル
と
し
て

も
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
本
社
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

（
質
問
四
）
②

長
期
に
わ
た
る
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
考
え
て
い
る

か
。

（
答
弁
）

現
在
避
難
所
の
見
直
し
を
進
め
て

お
り
、
あ
わ
せ
て
避
難
所
の
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も
行
っ
て
い
る
。

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
で
の
経
験
を

生
か
し
、
実
効
性
の
あ
る
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

（
質
問
四
）
③

一
週
間
分
の
食
料
備
蓄
を
推
奨
と

あ
っ
た
が
、
個
人
で
の
備
蓄
に
は
限

界
が
あ
る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
町
で
は
防
災
公
園
耐
震
性

貯
水
槽
等
、
町
民
三
日
分
の
水
と
六

千
食
の
食
料
を
備
蓄
し
て
お
り
、
フ

ジ
グ
ラ
ン
北
島
、
生
活
協
同
組
合
と

く
し
ま
生
協
と
物
資
に
関
す
る
協
定

書
、
自
動
販
売
機
設
置
三
社
と
地
域

貢
献
型
自
動
販
売
機
機
内
在
庫
等
に

つ
い
て
の
物
資
提
供
の
協
定
書
を
締

結
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
徳
島
東
部
地
域
、
板
野

郡
五
町
並
び
に
鳴
門
市
相
互
間
の
災

害
時
の
物
資
も
含
め
た
応
援
協
定
の

締
結
を
行
っ
て
お
り
、
町
村
会
主
導

に
よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
の

鳥
取
県
の
町
村
と
の
物
資
を
含
め
た

災
害
協
定
締
結
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

今
後
も
主
要
な
避
難
所
の
備
蓄
計

画
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
町
内
コ

ン
ビ
ニ
等
と
の
物
資
協
定
を
進
め
て

い
く
。
加
え
て
、
住
民
活
動
助
成
金

を
活
用
し
た
各
自
主
防
災
組
織
で
の

備
蓄
の
推
奨
や
各
家
庭
で
の
缶
詰
等

長
期
保
存
で
き
る
食
品
に
つ
い
て
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

樋
口
富
夫
議
員

（
質
問
一
）
新

企
業
誘
致
関
連

①

大
鵬
薬
品

工
業
北
島
工
場

が
完
成
し
、
五

月
二
十
三
日
盛
大
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
た
。
今
後
は
二
〇
一
四
年
五
月
の

本
格
生
産
に
向
け
、
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
構
築
す
る
計
画
の
よ
う
で
あ

る
。
北
島
町
に
お
い
て
も
第
二
の
工

場
誘
致
を
目
指
し
、
大
手
薬
品
会
社

は
勿
論
グ
ル
ー
プ
企
業
の
進
出
に
向

け
た
誘
致
活
動
状
況
に
つ
い
て
見
解

を
聞
き
た
い
。

②

ま
た
、
協
力
会
社
の
誘
致
活
動

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

新
企
業
の
誘
致
等
を
積
極
的
に
推

進
し
、
北
島
町
の
ま
す
ま
す
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
く
。

（
質
問
一
）
③

北
島
町
工
場
設
置
奨
励
委
員
会
を

設
置
し
た
事
例
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

設
置
し
た
こ
と
は
な
い
。

（
質
問
一
）
④

こ
の
条
例
は
大
企
業
を
対
象
と
し

て
い
る
が
、
中
小
企
業
・
商
業
施
設

を
対
象
と
す
る
条
例
の
検
討
は
で
き

な
い
か
。

（
答
弁
）

企
業
等
の
動
向
な
ど
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
一
）
⑤

行
政
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す

る
た
め
に
も
、
四
国
横
断
自
動
車
道

北
島
側
の
接
続
道
路
の
設
置
が
急
務

で
な
い
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
五
年
度
に
国
庫
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
、
松
茂
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
と
の
接
続
道
路
と
な
る
町

道
三
〇
八
号
線
の
拡
幅
工
事
に
着
手

す
る
。

（
質
問
一
）
⑥

新
工
場
に
は
桜
並
木
・
遊
歩
道
が

併
設
さ
れ
た
。
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り
は

勿
論
、
今
後
は
桜
祭
り
・
源
九
郎
狸

祭
り
等
開
催
さ
れ
る
と
推
察
す
る

が
、
駐
車
場
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
河
川
敷
等
に
駐
車
場
の
設

置
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

多
目
的
広
場
と
し
て
国
交
省
に
堤

防
敷
地
の
使
用
許
可
を
得
て
い
る
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
使
用
可

能
で
あ
る
。

（
質
問
二
）
防
災
減
災
・
避
難
対
策

四
月
十
八
日
、
北
島
町
に
お
い
て

全
国
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
議
会
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
第
一
分
科
会
で

は
、
防
災
減
災
・
災
害
時
の
相
互
交

流
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。

こ
れ
を
参
考
に
、
自
主
防
災
等
住
民

の
意
見
も
踏
ま
え
、
防
災
減
災
・
避

難
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

①

中
村
・
太
郎
八
須
地
区
の
避
難

施
設
の
計
画
、
ま
た
他
地
区
で
の
計

画
は
な
い
の
か
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

太
郎
八
須
地
区
の
一
時
避
難
場
所

は
盛
土
法
面
を
利
用
し
、
収
容
人
数

は
九
百
名
、
平
成
二
十
五
年
度
の
完

成
を
予
定
し
て
い
る
。
中
村
老
門
地

区
は
、
橋
梁
区
間
の
高
架
下
に
津
波

避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
し
、
収
容
人
数

は
三
五
〇
名
、
平
成
二
十
六
年
度
完

成
予
定
で
あ
る
。

他
地
区
の
避
難
施
設
の
計
画
は
、

民
間
施
設
を
含
め
た
既
存
の
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
で
収
容
人
数
の
拡
充

に
努
め
て
い
く
。

（
質
問
二
）
②

大
鵬
薬
品
工
業
北
島
工
場
と
の
避

難
施
設
有
効
利
用
に
関
し
て
締
結
さ

れ
た
か
。

（
答
弁
）

現
在
、
工
場
敷
地
内
に
あ
る
公
園

エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
一
時
避
難
場
所

と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

協
議
を
重
ね
て
い
る
。

（
質
問
二
）
③

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
老
人
憩

の
家
等
の
備
蓄
は
必
要
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

現
在
備
蓄
し
て
い
る
避
難
場
所

は
、
庁
舎
、
中
学
校
等
に
な
る
が
、
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主
要
な
避
難
所
施
設
は
随
時
備
蓄
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

（
質
問
二
）
④

避
難
弱
者
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

（
答
弁
）

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
な
ど
災
害

時
要
援
護
者
に
対
し
て
、
情
報
の
伝

達
や
安
否
確
認
、
避
難
所
支
援
を
適

切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前
に

状
況
等
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、四
月
町
報
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
り
広
報
を
行
い
、
要
援
護
者

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

（
質
問
二
）
⑤

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
支
柱
に
腐
食

が
認
め
ら
れ
る
。
避
難
時
等
に
重
大

ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
答
弁
）

設
置
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過

し
、
支
柱
等
に
発
錆
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
点
検
を
行
い
、
順
次
補
修

等
も
実
施
し
て
い
る
。

質
問
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
週
末

に
修
繕
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
質
問
二
）
⑥

自
主
防
災
組
織
が
二
九
団
体
あ
る

が
、
住
民
間
の
温
度
差
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

定
期
的
に
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
を
開
催
し
、
東
日
本
大
震
災
職

員
派
遣
の
体
験
談
や
三
連
動
地
震
に

備
え
て
の
講
演
、
ま
た
救
命
講
習
を

行
い
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
防
災

訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
の
呼
び
か

け
や
、
住
民
活
動
助
成
金
を
活
用
し

て
の
備
蓄
物
資
の
購
入
例
な
ど
具
体

的
な
活
動
方
法
を
示
し
、
こ
れ
ら
を

各
自
主
防
災
組
織
に
持
ち
帰
り
啓
発

し
て
も
ら
う
よ
う
促
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
⑦

町
道
五
三
八
号
線
の
交
差
点
改
良

工
事
は
未
実
施
で
あ
る
。
災
害
時
や

交
通
事
故
防
止
対
策
に
重
要
で
あ
る

た
め
実
施
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

改
良
工
事
は
都
市
下
水
路
の
床
版

工
事
が
必
須
で
あ
り
、
現
況
水
路
断

面
の
確
保
や
既
存
水
路
の
改
良
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
排
水
機
能
の

低
下
防
止
を
第
一
に
考
慮
し
、
実
施

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
子
育
て
支
援
の
充
実

町
長
は
子
育
て
支
援
を
公
約
の
柱

と
し
て
活
動
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
改

革
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
見
解
を
聞
き
た
い
。

①

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

（
答
弁
）

北
島
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
す
る
た
め
の
条
例
（
案
）
を
六

月
議
会
に
提
案
、
ま
た
調
査
経
費
を

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
国
及

び
県
の
動
向
に
注
視
し
、
施
行
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

（
質
問
三
）
②

幼
稚
園
に
通
う
四
歳
児
は
、
給
食

費
半
額
補
助
を
受
け
ら
れ
る
が
、
保

育
所
に
通
う
四
歳
児
は
受
け
ら
れ
な

い
。
こ
の
不
公
平
感
を
解
消
で
き
な

い
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
で
は
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
が
設
定
し
た
保
育

料
基
準
額
よ
り
低
く
保
育
料
を
設
定

し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
③

吉
野
川
市
等
で
は
、
保
育
所
で
乳

幼
児
健
診
や
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を

実
施
し
、
効
果
大
で
あ
る
と
聞
く
。

北
島
町
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

本
町
で
は
特
別
支
援
地
域
連
携
協

議
会
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
わ

た
る
就
学
指
導
が
適
切
で
あ
る
の
か

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
科
・

歯
科
医
に
よ
る
健
康
診
断
、
眼
科
に

つ
い
て
は
徳
島
県
眼
科
医
会
か
ら
頂

い
た
手
引
書
に
沿
っ
て
保
育
士
が
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
④

行
政
と
保
育
園
関
係
者
と
の
定
期

的
な
会
議
を
開
催
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

園
長
会
は
、
昨
年
度
二
回
開
催
し

て
い
る
。

（
質
問
三
）
⑤

途
中
入
園
児
に
必
要
な
保
育
士
の

採
用
経
費
を
負
担
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

保
育
園
に
対
す
る
経
費
は
、
児
童

に
対
し
て
保
育
単
価
を
基
本
に
支
弁

し
て
い
る
が
、
保
育
士
に
対
し
て
は

行
政
が
負
担
す
る
予
定
は
な
い
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
防

災
事
業
に
お
け

る
補
助
金
活
用

南
海
地
震
の

被
害
想
定
が
新

た
に
示
さ
れ
、
北
島
町
に
お
い
て
も

早
急
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
財
源
の
捻
出
が
求
め

ら
れ
る
。

徳
島
県
で
は
「
徳
島
ゼ
ロ
作
戦
」

緊
急
対
策
事
業
と
し
て
、
二
分
の
一

の
補
助
が
付
く
事
業
が
あ
る
。
公
共

施
設
の
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
シ
ー
ト

張
り
や
避
難
通
路
の
防
犯
灯
設
置
は

対
象
に
な
る
と
考
え
る
が
、
申
請
は

し
て
い
る
か
。

ま
た
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

（
地
域
経
済
活
性
化
、
雇
用
創
出
臨

時
交
付
金
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
建

設
公
費
対
策
経
費
の
八
〇
％
が
補
助

で
あ
る
が
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
イ

ン
フ
ラ
再
構
築
、
生
活
空
間
の
安
全

確
保
を
集
中
的
に
支
援
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。こ
れ
も
総
合
的
に
検
討
し
、

六
月
補
正
に
計
上
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

六
月
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る

津
波
避
難
標
識
設
置
工
事
に
対
し

て
、「
と
く
し
ま
ゼ
ロ
作
戦
」
緊
急

総
合
対
策
事
業
費
補
助
金
の
充
当
を

予
定
し
て
い
る
。
指
摘
施
策
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
事
業
に
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
要
望
に
つ
い
て
は
状
況

を
み
な
が
ら
順
次
検
討
し
て
い
く
。

地
域
元
気
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
四
年
度
三
月
補
正
で

計
上
を
行
っ
た
「
太
郎
八
須
一
時
避

難
場
所
工
事
委
託
料
」
及
び
「
江
尻

防
災
公
園
備
蓄
倉
庫
他
新
築
工
事

費
」
に
充
当
し
て
い
る
。

今
後
も
防
災
事
業
に
係
る
補
助
金

等
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
を
行

い
、
活
用
可
能
な
も
の
は
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
。

（
質
問
二
）
一
般
質
問
答
弁
の
進
捗

状
況
の
検
証

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
住
民
と
の
約

束
）は
、
政
策
目
標
、
方
法
、
財
源
、

検
証
の
四
サ
イ
ク
ル
か
ら
な
る
も
の

で
、
往
々
に
し
て
財
源
、
検
証
が
な

お
ざ
り
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
質
問

に
対
す
る
検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
四
年
第
四
回
定
例
会
の

一
般
質
問
か
ら
、
次
の
定
例
会
前
ま

で
に
答
弁
内
容
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た

も
の
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
所

信
表
明
で
取
り
上
げ
た
項
目
に
つ
い

て
も
、
検
証
を
行
い
な
が
ら
毎
定
例

会
ご
と
の
諸
報
告
に
お
い
て
進
捗
状

況
等
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
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（
質
問
三
）
職
員
の
提
案
制
度

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
よ
り

「
北
島
町
業
務
改
善
提
案
に
関
す
る

規
程
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現

時
点
で
何
件
提
出
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
検
討
委
員
会
は
存
続
し
て

い
る
か
。

（
答
弁
）

節
電
対
策
の
実
施
な
ど
五
件
の
提

案
が
あ
っ
た
。

ま
た
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
電
算
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会

に
お
い
て
全
庁
的
な
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
業
務
内
容
に
あ

わ
せ
て
、
各
課
の
枠
を
超
え
た
検
討

委
員
会
の
活
用
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
四
）
い
じ
め
、
体
罰
防
止

徳
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
健
全

な
成
長
を
め
ざ
す
生
徒
指
導
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
を
通
じ
て
、
教
員
向

け
の
四
九
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
観
察
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

家
庭
で
の
五
六
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
。
平
成
二
十

五
年
六
月
末
に
は
発
表
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
ど
の
様
に

対
応
し
て
い
く
か
。

ま
た
、
二
十
五
年
度
、
国
会
で
道

徳
の
教
科
化
が
提
案
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
一
例
で
あ
る
が
、
東
京
都

稲
城
市
で
は
道
徳
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
北
島
町
で
は
、
年
間
道
徳

教
育
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
十
分
だ
と
判

断
し
て
い
る
の
か
。

体
罰
問
題
の
事
例
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

い
じ
め
問
題
や
体
罰
問
題
に
関
し

て
、早
期
発
見
、早
期
対
応
と
学
校
、

家
庭
、
教
育
委
員
会
事
務
局
な
ど
の

連
携
や
共
通
理
解
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
県
か
ら
の
通
知
が
届
き
次
第

学
校
現
場
に
指
導
し
、
共
に
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

道
徳
教
育
の
授
業
は
、
各
学
年
と

も
週
一
時
間
で
行
っ
て
い
る
。
稲
城

市
の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。

文
部
科
学
省
の
通
知
に
よ
る
と
部

活
動
は
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
体
罰
を
厳
し

い
指
導
と
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
は

誤
り
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
学

校
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
五
）
不
妊
治
療
助
成
金

①

現
在
少
子
化
対
策
と
し
て
、

国
・
県
・
町
か
ら
の
助
成
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
が
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
二

十
五
年
度
か
ら
徳
島
県
で
は
、
二
項

目
に
つ
い
て
一
五
万
円
／
回
が
半
額

の
七
万
五
千
円
に
減
額
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
う
の
と
り
応
援
事
業
と
し

て
、
⑴
新
鮮
胚
移
植
を
受
け
ら
れ
た

方
が
余
剰
胚
を
凍
結
保
存
さ
れ
た
場

合
、
⑵
凍
結
融
解
胚
移
植
を
受
け
ら

れ
た
方
に
は
、
三
万
円
の
追
加
助
成

が
あ
り
、
上
限
が
一
八
万
円
／
回
と

な
る
。

北
島
町
も
二
十
四
年
度
は
五
人
増

え
、
二
〇
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
す
る
か
。

（
答
弁
）

国
や
県
が
治
療
費
の
助
成
額
を
治

療
の
内
容
に
よ
り
見
直
し
、
減
額
し

た
も
の
と
増
額
し
た
も
の
が
あ
る

が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
自
己
負
担
部

分
は
残
る
。本
町
の
助
成
は
、県
の
助

成
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
残
り
の

自
己
負
担
部
分
を
さ
ら
に
助
成
す
る

も
の
で
、
今
回
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
金
額
を
見
直
す
事
は
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
県
へ
の
申
請
状
況
な
ど

も
確
認
し
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
五
）
②

支
援
の
方
向
性
を
検
討
す
る
に

は
、意
識
調
査
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

不
妊
治
療
は
、
医
学
の
進
歩
に
伴

い
目
覚
ま
し
い
発
展
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
生
殖
の
分
野
は
倫
理
的
に

も
検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

治
療
方
法
や
回
数
に
よ
る
治
療
実

績
に
つ
い
て
、
県
や
町
で
の
調
査
は

し
て
い
な
い
が
、
治
療
の
実
績
と
し

て
は
、
学
会
な
ど
の
報
告
に
よ
り
情

報
収
集
し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
が
ん
検
診
と
医
療
費
抑

制①

北
島
町
の
が
ん
検
診
率
は
、
全

体
的
に
み
て
も
低
い
状
況
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
事
前
に
症
状
を
把
握
で
き
る
よ
う

な
手
助
け
が
必
要
で
あ
る
。
自
治
体

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
い

る
が
、
更
な
る
受
診
率
の
向
上
を
目

指
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
全
国
自
治
体
の
事
例
を
検
証

し
、
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

早
期
発
見
早
期
治
療
に
結
び
つ
く

こ
と
で
、
ご
本
人
の
負
担
の
減
少
が

一
番
の
目
標
と
な
る
が
、
医
療
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
全
国
自
治
体
の

事
例
を
検
証
し
、
受
診
率
の
向
上
に

努
め
た
い
。

（
質
問
六
）
②

今
年
三
月
に
一
般
質
問
し
た
糖
尿

病
検
診
促
進
の
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

実
現
に
向
け
て
相
談
を
し
て
い
る
。

（
質
問
六
）
③

北
島
町
で
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
副
作
用
報
告
の
事
例
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
で
は
な
い
。

大
溝
典
幸
議
員

（
質
問
一
）各
検

診
の
受
診
要
綱

保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
担
当
の

健
康
診
査
と
し

て
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
結
核
等
の

各
種
検
診
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
乳
が
ん
検
診
の
み
二
年
に
一
度

の
受
診
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

保
険
福
祉
課
が
担
当
す
る
町
国
民
健

康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
・
特
定
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
単
年
度
で
両
ド
ッ
ク
を
検
診

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

各
診
査
共
に
予
算
や
法
的
な
制
約

の
も
と
、
現
行
の
制
度
に
定
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
住
民
の
方
々

の
更
な
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た

め
に
は
、
乳
が
ん
検
診
の
毎
年
受

診
、
単
年
度
内
で
両
ド
ッ
ク
が
検
診

可
能
な
制
度
や
助
成
金
支
出
に
改
め

る
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
検
診
は
、
二

年
に
一
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
厚
生
労
働
省
が
、
二
年
に
一
度

必
ず
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
早

期
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
点
か
ら
費

用
対
効
果
も
考
え
て
の
指
針
で
あ

る
。
昨
年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い
対

象
者
の
方
に
は
、
受
診
券
を
送
付
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
乳
が
ん
は
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
の
で
、
ご
自

身
で
も
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
事
業
は
、
保
健
事
業
予
算

の
中
で
、
で
き
る
限
り
多
く
の
方
々

に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
一

つ
で
、
受
診
で
き
る
回
数
は
年
度
内

で
一
回
と
定
め
て
い
る
。
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な
お
、
町
外
の
医
療
機
関
の
中
に

は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
あ
わ
せ
て
脳
ド

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
も

あ
る
。
そ
の
場
合
、
個
人
負
担
が
多

く
な
る
が
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金

の
申
込
み
を
ご
利
用
下
さ
い
。

（
質
問
二
）
南
小
学
校

①

平
成
十
九
年
頃
よ
り
、
南
小
学

校
の
対
象
児
童
数
は
施
設
規
模
以
上

の
増
加
傾
向
に
あ
る
。
結
果
、
教
室

不
足
の
状
況
が
続
き
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
図
工
室
が
普
通
教
室
に
変
更

さ
れ
た
ほ
か
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の

一
部
を
普
通
教
室
に
改
修
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
を
普
通
教
室
に
変
更
な

ど
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
特
別
教
室

を
減
ら
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
二
十
年
に
は
対
象
児
童
数

の
見
直
し
の
た
め
、
校
区
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
学
校
関
係
者
・
見
識

を
有
す
る
方
を
委
員
と
し
て
、
様
々

な
視
点
か
ら
協
議
さ
れ
た
。

現
在
、
南
小
学
校
へ
入
学
を
希
望

す
る
児
童
数
の
推
移
が
把
握
さ
れ
て

お
り
、今
以
上
に
増
加
す
る
場
合
、ど

の
よ
う
な
対
処
方
法
を
考
え
る
か
。

②

以
前
の
予
測
で
は
、
平
成
二
十

六
年
を
ピ
ー
ク
に
児
童
数
は
減
少
の

見
込
み
。
そ
の
後
、
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
・
特
別
教
室
は
復
元
予
定
と
の
方

針
を
伺
っ
た
。
今
後
の
復
元
予
定
を

聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

児
童
生
徒
数
推
計
な
ど
を
踏
ま
え

た
場
合
、
南
小
学
校
の
生
徒
数
は
大

き
く
増
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
将
来
の
予
測
と
し
て
人
口
全

体
は
減
っ
て
い
く
よ
う
な
数
字
が
出

て
い
る
の
で
、
南
校
区
も
順
次
下
が

る
と
み
て
い
る
。
統
計
上
の
数
字
を

使
い
な
が
ら
、
教
育
施
設
に
関
す
る

方
向
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
各
学
校
の
修
繕
料

議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
や

入
学
・
卒
業
式
な
ど
諸
行
事
で
学
校

を
訪
れ
た
際
、
大
き
め
の
ガ
ラ
ス
に

入
っ
た
ひ
び
割
れ
を
テ
ー
プ
で
簡
易

補
修
し
た
ま
ま
の
状
態
を
見
か
け
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
修
理
費
と
し

て
、
各
小
学
校
別
に
修
繕
料
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
突
発
的
な
修

繕
と
し
て
、
ト
イ
レ
の
排
水
管
詰
ま

り
、楽
器
の
故
障
、プ
ー
ル
の
浄
化
装

置
の
故
障
な
ど
、
早
急
な
対
応
が
必

要
な
事
案
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。

①

各
小
学
校
で
高
額
な
修
繕
の
支

出
が
続
い
た
場
合
、
安
価
な
ガ
ラ
ス

交
換
等
は
先
延
ば
し
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
行
の
修
繕
料

を
増
額
す
べ
き
で
な
い
か
。

②

小
学
校
別
の
修
繕
料
以
外
に
教

育
委
員
会
が
管
理
す
る
修
繕
料
に
つ

い
て
、
学
校
の
担
当
者
が
認
識
し
て

お
ら
ず
、
危
険
な
修
繕
箇
所
が
放
置

さ
れ
な
い
か
気
掛
か
り
で
あ
る
。
教

育
委
員
会
の
管
理
す
る
修
繕
料
が
各

校
に
対
し
、
公
平
に
支
出
さ
れ
る
た

め
の
規
定
、
手
順
を
伺
う
。

（
答
弁
）

修
繕
料
は
各
学
校
計
上
分
と
、
教

育
委
員
会
事
務
局
計
上
分
が
あ
る
。

予
算
編
成
時
に
は
各
学
校
か
ら
の
順

位
を
つ
け
た
要
望
に
よ
り
、
現
場
を

確
認
し
な
が
ら
予
算
査
定
に
臨
ん
で

い
る
。
修
繕
料
は
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
毎
年
増
額
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
各
校
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

随
時
対
応
し
て
い
く
。

（
質
問
四
）
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
一
月
下
旬
、
政
府
に
よ
る
生
活
保

護
基
準
引
き
下
げ
の
方
針
が
打
ち
出

さ
れ
、
最
近
で
は
基
準
引
き
下
げ
が

及
ぼ
す
住
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、各
方
面
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
方
針
で
は
、
引
き

下
げ
に
連
動
さ
せ
な
い
と
し
て
い
る

項
目
の
一
部
に
児
童
保
護
費
等
負
担

金
等
、
養
育
医
療
給
付
事
業
、
特
別

支
援
教
育
修
学
奨
励
費
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
自
治
体
の
判

断
次
第
で
基
準
引
き
下
げ
の
影
響
を

与
え
な
い
こ
と
が
可
能
な
項
目
の
一

部
と
し
て
、
保
育
料
の
免
除
に
係
る

階
層
区
分
、
障
が
い
児
入
所
支
援
の

措
置
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

措
置
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

町
行
政
と
し
て
、
生
活
保
護
基
準

の
引
き
下
げ
に
伴
う
影
響
を
如
何
に

考
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下

を
招
か
な
い
こ
と
を
条
件
に
ど
の
よ

う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

生
活
保
護
の
基
準
引
き
下
げ
に
伴

い
、
当
然
保
護
受
給
者
は
現
状
よ
り

生
活
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
生
活
保
護
者
の
自
立
支
援

の
た
め
、
積
極
的
に
求
職
活
動
に
取

り
組
ん
だ
場
合
に
は
月
五
千
円
を
支

給
す
る
「
就
労
活
動
促
進
費
」
を
新

設
す
る
方
針
を
国
が
打
ち
出
し
て
い

る
。今

後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
就
労

で
き
る
方
に
つ
い
て
は
安
易
に
生
活

保
護
を
受
給
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
受

給
者
が
就
労
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
が
行
政
の
重
要
な
役
割
で
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
伴
い

生
じ
る
影
響
に
つ
い
て
、
国
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
趣
旨
や
目
的
を

十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

そ
の
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
税

制
改
正
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
と
し

て
い
る
。

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
よ

り
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
措
置
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
「
北
島
町

老
人
福
祉
法
施
行
規
則
」
第
十
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
費
用
を
徴
収
し
て

い
る
。

国
で
は
他
の
制
度
へ
の
影
響
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
趣
旨

や
目
的
、
実
態
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
影
響
が
及
ば
な
い

よ
う
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
的
に
考

え
て
い
る
状
況
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
今
後
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
十

分
対
応
し
て
い
く
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
生

活
保
護
問
題

①

「
生
活
保

護
受
給
者
が
仕

事
を
適
当
に
休

ん
で
、
パ
チ
ン
コ
や
旅
行
に
行
っ
て

い
る
。
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
。」
と

い
う
投
書
を
受
け
た
。
生
活
保
護
受

給
者
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

（
答
弁
）

徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
定
期
的
な
自
宅
訪

問
に
加
え
、
近
隣
パ
チ
ン
コ
店
へ
の

現
地
調
査
、
ま
た
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
は
本
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
不
適
切
と
認
め
た
場
合
に

は
、
口
頭
や
文
書
に
よ
る
指
示
・
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
②

生
活
保
護
申
請
の
条
件
や
審
査
基

準
は
厳
し
く
な
っ
た
の
か
。

（
答
弁
）

従
来
と
変
わ
ら
な
い
基
準
で
審
査

し
て
い
る
と
県
に
確
認
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
鯛
浜
可
動
堰
や
排
水
路

問
題

①

鯛
浜
可
動
堰
の
耐
震
性
や
津
波

に
よ
る
強
度
に
つ
い
て
調
査
し
た
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
年
度
に
東
南
海
・
南
海
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二
連
動
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
及
び

津
波
の
調
査
検
討
で
は
構
造
に
問
題

は
な
く
、
管
理
橋
の
落
橋
防
止
対
策

を
平
成
二
十
三
年
度
で
終
了
、
現
在

は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
カ
年

計
画
で
三
連
動
地
震
に
対
す
る
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
、
河
口
堰
管
理

事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

今
切
川
の
水
位
が
下
が
っ
た
た
め
、

田
植
え
時
期
に
農
業
用
水
が
途
中
で

来
な
く
な
っ
た
と
聞
く
。
水
資
源
開

発
公
団
と
協
議
し
て
い
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

三
月
か
ら
九
月
の
か
ん
が
い
期
は

三
湛
二
落
（
三
日
間
水
を
溜
め
二
日

間
排
水
を
行
う
）を
行
っ
て
お
り
、こ

の
水
位
管
理
は
、
旧
吉
野
川
河
口
堰

等
管
理
運
営
協
議
会
で
自
治
体
及
び

土
地
改
良
区
へ
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
質
問
二
）
③

以
前
、
Ｅ
Ｍ
団
子
に
よ
る
排
水
路

浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
排
水
路
に
粗
大
ご
み
が
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

現
在
も
Ｅ
Ｍ
団
子
に
よ
る
排
水
路

浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度

は
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
と
Ｅ
Ｍ
活
性
液
作
り

を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

は
、
適
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

撤
去
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
住
民
サ
ー
ビ
ス
問
題

①

手
数
料
は
取
っ
て
い
る
の
に
、

住
民
票
等
を
封
筒
に
入
れ
な
い
で
渡

し
て
い
る
。
改
善
し
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

住
民
課
で
は
希
望
の
方
に
封
筒
を

渡
し
て
い
る
が
、
今
後
は
入
り
用
か

を
聞
く
等
し
て
対
応
し
た
い
。

（
質
問
三
）
②

企
業
広
告
収
入
は
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

封
筒
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ

ナ
ー
広
告
に
つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
商
工
会
等
を
通
じ
て
募
集

を
行
っ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
バ
ナ
ー
広
告
の
申
込
み
は
ゼ
ロ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
広
告
料
金

の
改
定
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
③

電
話
対
応
で
未
だ
に
名
前
が
言
え

な
い
職
員
が
い
る
。
指
導
し
て
い
る

の
か
。

（
答
弁
）

課
長
会
で
指
導
を
行
っ
て
い
る

が
、よ
り
一
層
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

（
質
問
四
）
職
員
の
人
事
評
価
制
度

問
題
等

①

人
事
評
価
制
度
は
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
る
か
。

②

仕
事
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

計
画
の
細
分
化
を
し
て
は
ど
う
か
。

③

評
価
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

（
答
弁
）

人
事
評
価
は
、
年
度
当
初
に
各
課

の
設
定
目
標
に
あ
わ
せ
て
、
各
個
人

が
業
務
内
容
に
応
じ
て
目
標
を
設
定

し
、
進
捗
状
況
等
の
自
己
評
価
を
も

と
に
、
評
価
者
に
よ
る
中
間
・
年
度

末
の
面
談
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
昇
給
、
勤
勉
手
当
等
に
は

反
映
し
て
い
な
い
が
、
自
己
評
価
の

実
施
や
評
価
者
と
面
談
を
行
う
中
で

啓
発
を
行
い
、
人
事
異
動
等
に
活
用

し
て
い
る
。

（
質
問
五
）
公
共
施
設
建
設
問
題

①

江
尻
西
・
中
地
区
で
は
老
人
憩

の
家
の
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
役

割
も
持
た
せ
た
い
。
縦
割
り
行
政
の

枠
を
超
え
た
予
算
措
置
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
が
、
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

（
答
弁
）

老
人
憩
の
家
も
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
う
べ
き
重
要
施
設
と
考

え
る
。
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は

町
の
防
災
計
画
と
連
動
さ
せ
な
が

ら
、
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
る
必
要
が
あ
り
、
各
課
の
連
携

が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
五
）
②

江
尻
防
災
公
園
は
芝
が
張
ら
れ
て

い
る
。
芝
に
限
ら
ず
、
植
木
な
ど
に

つ
い
て
も
瑕
疵
担
保
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
一
年
間
は
業
者
の
責
任
で

管
理
さ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約

約
款
第
三
十
六
条
に
、
瑕
疵
担
保
に

関
す
る
定
め
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、

工
事
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場

合
、
瑕
疵
の
補
修
又
は
損
害
賠
償
の

請
求
は
引
渡
し
を
受
け
た
日
か
ら
一

年
間
と
な
っ
て
い
る
。
江
尻
防
災
公

園
の
芝
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

（
質
問
五
）
③

公
共
施
設
は
、
太
陽
光
発
電
・
雨

水
の
活
用
等
、
環
境
に
配
慮
し
た
建

設
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

施
設
の
利
用
状
況
や
立
地
条
件
の

ほ
か
、
費
用
対
効
果
等
を
十
分
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
質
問
六
）
教
育
問
題

①

前
回
質
問
し
た
小
学
生
の
い
じ

め
問
題
は
、
組
分
け
等
の
配
慮
に
よ

り
学
校
に
復
帰
し
、
父
兄
も
安
心
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
措
置
が
も
っ
と
早
く
取
れ
る
よ

う
、今
後
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

父
兄
、
保
護
者
の
方
の
意
見
を
十

分
反
映
で
き
る
体
制
に
し
た
い
。

（
質
問
六
）
②

こ
の
問
題
を
通
し
て
、
は
ぐ
く
み

教
室
は
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し

て
、
学
校
内
か
町
内
に
作
る
べ
き
で

な
い
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
内
の
適
応
指
導
教
室
開
設

に
向
け
て
、
こ
の
議
会
で
補
正
予
算

を
要
望
し
て
い
る
。

（
質
問
六
）
③

中
学
校
の
ト
イ
レ
な
ど
の
傷
み
が

激
し
い
と
聞
く
が
現
状
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

現
状
を
把
握
し
な
が
ら
随
時
対
応

し
て
い
く
。

（
質
問
六
）
④

中
学
校
の
補
習
は
い
つ
か
ら
な
く

な
っ
た
か
。

（
答
弁
）

数
年
か
ら
十
年
前
に
補
習
は
な
く

な
っ
て
い
る
。

（
質
問
六
）
⑤

ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
、
民
間

コ
ー
チ
が
辞
め
さ
せ
ら
れ
て
成
績
が

落
ち
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
ど

こ
の
方
針
か
。

（
答
弁
）

ク
ラ
ブ
活
動
は
学
校
教
育
の
一
環

で
あ
り
、
指
導
者
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
学
校
管
理
下
で
行
っ
て
い

る
。

（
質
問
六
）
⑥

正
規
の
職
員
が
行
け
な
い
場
合
は

ク
ラ
ブ
の
対
外
試
合
な
ど
の
参
加
を

中
止
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
れ
は

な
ぜ
か
。

（
答
弁
）

原
則
と
し
て
臨
時
職
員
は
県
外
へ

の
引
率
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
。

（
質
問
六
）
⑦

中
学
校
国
際
交
流
事
業
の
人
選
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
答
弁
）
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七
月
上
旬
に
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
団
長
・
副
団
長
を
決
め
た
い
。

（
質
問
六
）
⑧

小
学
校
か
ら
の
英
語
授
業
、
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

（
答
弁
）

現
在
は
小
学
校
五
、
六
年
生
を
対

象
に
外
国
語
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
新
し
い
言
語
と
の
出
合
い

を
、
楽
し
さ
・
喜
び
の
あ
る
も
の
に

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
活
動
と
し
て
勉
強
し
て
い
く
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
無

能
な
防
災
無
線

の
代
替

去
る
四
月
十

六
日
に
発
生
し

た
淡
路
島
地
震
（
北
島
町
震
度
四
）

は
、
阪
神
大
震
災
以
来
で
あ
る
。
発

生
は
午
前
五
時
三
十
三
分
で
早
朝
の

静
寂
な
時
間
帯
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
防
災
無
線
の
音
声
は
い
つ
も

と
同
じ
で
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
と

の
住
民
の
声
が
多
か
っ
た
。
住
民
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
瞬
時

に
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

市
町
村
デ
ジ
タ
ル
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
と
は
、
市
町
村
が
防
災
情
報
を

収
集
し
、
住
民
に
対
し
て
屋
外
拡
声

子
局
や
戸
別
受
信
機
を
通
じ
て
防
災

情
報
を
周
知
す
る
無
線
通
信
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
無
能
な
防
災
無
線
の
代

替
に
、
戸
別
受
信
機
を
各
家
庭
に
配

布
す
れ
ば
、
聞
こ
え
な
い
防
災
無
線

が
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

戸
別
受
信
機
の
各
家
庭
へ
の
配
布

は
多
大
な
費
用
を
伴
い
、
現
在
の
と

こ
ろ
国
の
財
政
支
援
も
な
い
こ
と
か

ら
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
慎
重
に
予

算
編
成
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。現

在
、
消
防
救
急
無
線
を
は
じ
め

と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
多
機
能
な

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

も
、
補
助
金
等
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
二
）
一
時
避
難
場
所
確
保

徳
島
県
が
公
表
し
た
直
近
の
津
波

浸
水
想
定
で
は
、
北
島
町
の
浸
水
区

域
は
従
来
の
想
定
よ
り
大
幅
に
拡
大

し
た
。
従
来
は
、
北
東
部
だ
け
だ
っ

た
の
が
、
役
場
周
辺
を
含
む
町
の
九

二
％
が
浸
水
区
域
に
想
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
肝
心
の
一
時
避
難
場
所
が

現
状
で
は
確
保
で
き
て
い
な
い
。
特

に
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
北
小
学
校

と
北
島
中
学
校
と
北
島
町
役
場
が
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
カ
所

の
橋
が
あ
り
、
被
災
状
況
次
第
で
孤

立
す
る
恐
れ
が
あ
る
。現
在
、グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
老
人
憩
の
家
は
、
耐
震
改

修
が
で
き
て
い
な
い
た
め
避
難
場
所

に
指
定
で
き
な
い
。
早
急
に
耐
震
改

修
を
実
施
し
て
一
時
避
難
場
所
に
指

定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
、
一
カ

所
で
も
多
く
の
一
時
避
難
場
所
の
確

保
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

現
在
公
共
施
設
や
一
時
避
難
ビ
ル

と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
津
波

時
の
一
時
避
難
場
所
は
、
町
内
に
十

一
カ
所
あ
り
、
合
計
約
一
万
九
千
人

の
収
容
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
高
速
道
路
を
利
用
し
た
法
面
の
避

難
場
所
、
避
難
タ
ワ
ー
あ
わ
せ
て
約

千
二
百
人
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
現
在
避
難
場
所
と
し
て
協
定
を

進
め
て
い
る
大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会

社
公
園
広
場
で
約
二
万
人
、
フ
ジ
グ

ラ
ン
北
島
に
つ
い
て
も
津
波
一
時
避

難
ビ
ル
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
方
面
の
吉
野
川

荘
は
現
在
増
築
工
事
中
で
あ
り
、
避

難
ビ
ル
と
し
て
の
協
定
書
の
締
結
は

工
事
完
了
後
と
な
る
が
、
今
現
在
も

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
了
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
実
情
を
把
握
し
、

一
時
避
難
場
所
の
少
な
い
地
域
か
ら

早
急
に
、
避
難
ビ
ル
指
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
三
）
若
者
の
投
票
離
れ

最
近
、
若
者
が
投
票
に
行
か
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
見
過
ご
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
政

治
に
対
し
て
の
関
心
が
非
常
に
希
薄

に
な
っ
て
い
る
の
が
投
票
率
に
も
表

れ
て
い
る
。

去
る
一
月
十
六
日
に
、
小
学
生
議

会
が
開
か
れ
た
。
三
校
か
ら
一
四
人

の
生
徒
が
自
ら
考
え
た
質
問
事
項
を

町
長
や
理
事
者
に
活
発
に
質
問
を
し

た
。
小
学
生
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち

に
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

の
が
目
的
で
あ
る
。
今
後
は
、
学
校

教
育
に
も
期
待
し
た
い
。

今
年
の
七
月
に
は
参
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
る
が
、
こ
の
機
会
に
新
成
人

を
投
票
所
の
立
会
人
に
任
命
し
、
投

票
に
来
る
若
者
が
い
か
に
少
な
い
か

を
自
分
の
目
で
見
て
も
ら
う
の
も
、

若
年
層
に
選
挙
へ
の
関
心
を
喚
起
す

る
一
助
に
な
る
と
思
う
が
如
何
か
。

（
答
弁
）

新
成
人
が
選
挙
体
験
す
る
こ
と

で
、
選
挙
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
投
票
率
が
向
上
す
る
よ
う
、

選
挙
管
理
委
員
会
と
前
向
き
に
検

討
・
協
議
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
お
い
て
も
、
投
票
所
の
雰

囲
気
が
体
験
で
き
る
機
会
提
供
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
四
）
保
健
補
導
員
制
度

長
野
県
が
男
女
と
も
二
年
連
続
で

長
寿
日
本
一
に
輝
い
た
。
そ
の
要
因

の
一
つ
に
、
保
健
補
導
員
制
度
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
各
町
か

ら
選
出
さ
れ
た
保
健
補
導
員
に
よ
り

構
成
し
て
い
る
自
主
組
織
で
あ
り
、

任
期
は
二
年
間
で
あ
る
。
町
民
の
健

康
保
持
増
進
の
た
め
、
家
庭
の
健
康

管
理
者
で
あ
る
女
性
が
健
康
に
関
す

る
研
修
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
家
庭

や
町
に
広
げ
、
や
が
て
全
家
庭
に
一

人
は
保
健
補
導
員
経
験
者
が
い
る
よ

う
に
な
っ
た
。

北
島
町
も
検
証
し
、
組
織
化
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
年
度
よ
り
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
、
通
称
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

活
動
が
開
始
さ
れ
、
養
成
講
座
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の
方
へ

の
栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
活
動
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
更
に
進

め
て
い
く
。

（
質
問
五
）
町
有
地
の
「
無
縁
墓
」

撤
去町

立
保
育
所
東
側
の
町
有
地
の
町

道
上
に
無
縁
墓
が
あ
る
。
昭
和
四
十

四
年
に
町
立
保
育
所
が
建
設
さ
れ
町

道
が
拡
張
さ
れ
た
際
に
水
路
が
造
ら

れ
、
そ
の
時
点
で
整
理
せ
ず
に
墓
を

壊
し
て
墓
石
だ
け
を
水
路
の
ふ
た
上

に
置
い
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
寺

院
や
霊
園
に
あ
る
お
墓
を「
無
縁
墓
」

と
し
て
処
理
す
る
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
手
順
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。

①

死
亡
者
の
本
籍
・
氏
名
並
び
に

墓
地
使
用
者
・
死
亡
者
の
縁
故
者
・

無
縁
墳
墓
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る

者
に
対
し
、
一
年
以
内
に
申
し
出
る

べ
き
旨
を
官
報
に
掲
載
す
る
。

②

①
と
同
じ
内
容
の
書
か
れ
た
立

て
札
を
、
お
墓
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
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に
一
年
間
設
置
し
て
お
く
。

③

①
②
の
こ
と
を
行
っ
て
、
名
乗

り
で
る
者
が
な
け
れ
ば
、
必
要
書
類

（
官
報
の
写
し
と
立
て
札
の
写
真
・

墓
地
の
写
真
・
そ
の
他
）
を
市
町
村

長
に
提
出
す
る
。

以
上
の
手
続
き
を
行
っ
て
無
縁
墳

墓
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
墓
地
側
（
北

島
町
）で
改
葬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
法
的
な
手
続
き
を
経
て
、
長
年
町

有
地
に
放
置
し
て
い
る
無
縁
墳
墓
を

撤
去
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）

撤
去
に
向
け
手
続
き
を
行
う
。

（
質
問
六
）
子
ど
も
憲
章
制
定

不
登
校
や
い
じ
め
、
少
年
犯
罪
の

多
発
や
低
年
齢
化
等
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
深
刻
な
問
題
が
多
い
。
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
生
活
の
規
範
と
し
て
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
内
容
を

数
項
目
掲
げ
て
、
日
々
の
生
活
の
中

で
生
か
せ
る
憲
章
（
重
要
な
お
き

て
、
原
則
的
な
お
き
て
）
を
制
定
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

こ
れ
は
数
年
前
に
も
提
案
し
た
が

制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
良
か
れ
と
思

わ
れ
る
対
応
策
は
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
「
子
ど
も
憲
章
」
を
制
定
し
て

は
如
何
か
。

（
答
弁
）

本
町
で
は
町
Ｐ
連
と
協
力
し
て

「
わ
が
家
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」
運
動

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
、

生
活
習
慣
づ
く
り
や
親
子
の
約
束
等

の
ル
ー
ル
を
家
庭
で
守
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
生
活
の
規
範
と
し
て

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
、
町
全

体
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
運
動
と
し
て

子
ど
も
憲
章
を
検
討
す
る
。

中
野
真
吾
議
員

（
質
問
一
）
空

き
家
対
策

①

憲
法
、
民

法
、
刑
法
等
の

制
約
も
あ
る

が
、
座
し
て
い
て
は
、
空
き
家
は
増

加
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
全
国
で
七

五
七
万
棟
、
率
に
し
て
一
三
％
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
北
島
町
は
人
口
が
増

え
て
い
る
状
況
な
の
で
、
空
き
家
が

急
速
に
増
加
し
て
い
る
状
況
で
は
な

い
が
、
高
齢
化
に
よ
り
他
の
都
道
府

県
に
移
住
す
る
世
帯
が
確
実
に
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

②

空
き
家
を
放
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
台
風
・
地
震
等
で
倒
壊
す
る
危

険
性
、
シ
ロ
ア
リ
等
に
よ
る
迷
惑
な

状
況
、
樹
木
の
張
り
出
し
に
よ
る
迷

惑
等
は
多
々
あ
る
。

こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
空
き
家
等
適
正
管
理
条
例
の
制

定
が
必
要
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

現
在
の
と
こ
ろ
、
北
島
町
に
お
け

る
空
き
家
は
多
く
は
な
い
が
、
高
齢

化
が
進
む
に
つ
れ
、
他
県
、
他
町
に

移
住
す
る
世
帯
も
有
り
う
る
と
思
わ

れ
る
。
環
境
面
ま
た
防
災
面
か
ら
も

空
き
家
管
理
条
例
の
整
備
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
老
朽
化
し
た
使
用
不
能
な
住

宅
で
あ
っ
て
も
個
人
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
の
で
、
行
政
が
介
入
す
る
こ

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
空
き

家
条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
を

参
考
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

（
質
問
二
）
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

①

災
害
時
に
は
、
相
当
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
る
た
め
、
様
々
な
事
件
・

事
故
が
起
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
女

性
の
視
点
を
反
映
し
た
避
難
所
の
手

引
き
が
必
要
で
な
い
か
。

大
分
県
の
「
女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
対
策
の
ス
ス
メ
」
は
、
避
難
所

で
の
女
性
の
視
点
か
ら
の
対
策
を
訴

え
て
い
る
。

○
一
人
暮
ら
し
の
女
性
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
乳
幼
児
の
い
る
家
族
な

ど
の
状
況
に
応
じ
た
間
仕
切
り
の
配

慮○
ト
イ
レ
の
設
置
に
あ
た
っ
て
の
女

性
や
子
ど
も
の
安
全

○
男
女
別
の
更
衣
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

○
女
性
用
洗
濯
物
の
干
し
場
の
確
保

避
難
所
で
の
集
団
生
活
の
負
担
が

女
性
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、

○
食
事
の
準
備
や
片
付
け

○
物
資
の
配
布
な
ど

○
共
有
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
の
掃

除
、
ご
み
の
処
理

○
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
及
び
開
催

な
ど
の
作
業
を
共
同
で
行
う
必
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
が
把

握
で
き
る
よ
う
、
女
性
の
意
見
を
積

極
的
に
聞
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴

え
、
避
難
所
の
運
営
に
は
男
性
と
女

性
の
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
、
被

災
地
に
お
い
て
も
間
仕
切
り
を
し
て

の
家
族
単
位
で
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
で

の
生
活
と
な
り
、
特
に
女
性
や
高
齢

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
必

要
と
な
る
。
現
在
、
避
難
所
の
見
直

し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

被
災
地
に
お
い
て
、
避
難
所
で
生

活
を
す
る
被
災
者
の
協
力
な
し
に
運

営
は
成
り
立
た
な
い
。
十
分
検
討

し
、
現
在
見
直
し
を
進
め
て
い
る
防

災
計
画
に
反
映
さ
せ
、
避
難
所
の
運

営
等
集
団
生
活
の
負
担
に
偏
り
が
な

い
よ
う
、
ま
た
、
生
活
者
の
視
点
に

立
っ
た
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
る
よ

う
、
女
性
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
女
性
視
点
を
反
映
さ
せ
た
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
行

っ
て
い
く
。

（
質
問
二
）
②

災
害
時
に
紙
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
も

足
り
な
い
と
聞
く
。
そ
れ
を
確
保
す

る
視
点
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

（
答
弁
）

現
在
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
北
島
、
生
活

協
同
組
合
と
く
し
ま
生
協
と
物
資
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、
そ
の

他
、
徳
島
東
部
地
域
、
板
野
郡
五
町

並
び
に
鳴
門
市
相
互
間
の
災
害
時
の

物
資
も
含
め
た
応
援
協
定
の
締
結
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
町
村
会
主
導
に

よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
の
鳥

取
県
の
町
村
と
の
物
資
を
含
め
た
災

害
協
定
締
結
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。指

摘
の
と
お
り
、
被
災
地
に
お
い

て
も
当
初
不
足
し
た
物
資
と
な
る
の

で
、
今
後
も
紙
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
等

を
含
め
町
内
小
売
店
と
協
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
現
在
見
直
し
を
進
め

て
い
る
主
要
な
避
難
所
に
つ
い
て
の

備
蓄
を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
英
語
教
育

①

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
小
学
生

の
高
学
年
か
ら
低
学
年
、
さ
ら
に
小

さ
い
と
き
か
ら
教
育
す
る
の
が
い
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
言
語
学
者
は
全
て
の
子
ど
も
達

の
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

言
っ
て
い
る
。

最
初
は
、
母
乳
語
、
そ
し
て
離
乳

語
、
社
会
的
な
言
語
を
覚
え
は
じ

め
、
言
語
脳
の
完
成
は
八
歳
、
大
人

脳
の
完
成
が
十
二
歳
と
い
わ
れ
て
い

る
。
母
音
中
心
の
日
本
語
と
子
音
中

心
の
英
語
・
ド
イ
ツ
語
で
は
、
世
界

観
が
違
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
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い
か
、
文
化
そ
の
も
の
が
違
っ
た
も

の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
、
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
と

い
っ
て
い
る
が
、
日
本
独
特
の
感
性

は
言
語
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
治
の
世
界
で

生
き
る
者
は
、
子
音
が
入
り
交
じ
っ

た
世
界
で
生
き
て
い
く
の
も
い
い
と

思
う
が
、
感
性
を
必
要
と
す
る
芸
術

や
デ
リ
ケ
ー
ト
な
匠
の
世
界
は
、
母

音
が
向
い
て
い
る
と
言
語
学
者
は
言

っ
て
い
る
。

全
て
の
人
間
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
生
き
て
い
け
る
と
は
思
わ
な
い
の

で
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
、
選
択
肢

は
多
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が
、
如

何
考
え
る
か
。

②

言
語
学
者
の
外
山
滋
比
古
氏
に

よ
る
と
母
乳
語
三
十
カ
月
、
離
乳
語

を
三
十
カ
月
、
こ
の
時
期
を
き
ち
ん

と
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子

ど
も
の
初
め
て
の
言
葉
の
イ
ン
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
つ
ま
り
反
復
習
得
完

了
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

刷
り
込
み
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か

で
一
生
の
能
力
が
決
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
絶
対
言
語
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

絶
対
言
語
は
、
ひ
と
り
の
人
の
な

か
に
存
在
す
る
言
葉
の
体
系
、
シ
ス

テ
ム
、
原
理
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

固
有
の
ル
ー
ル
、
言
葉
の
個
性
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
人
は
、
母
音
の
感
性
で
、
繊

細
な
芸
術
、
匠
の
技
を
生
み
出
し
て

き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、如
何
考
え
る
か
。

（
答
弁
）

私
た
ち
の
周
り
で
も
、
乳
幼
児
期

に
、
母
が
心
を
こ
め
て
、
身
の
回
り

の
物
の
名
前
を
繰
り
返
し
聞
か
せ
て

い
た
。
こ
の
母
乳
語
は
、
子
ど
も
心

を
作
り
上
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
お
と
ぎ
話
な
ど
、
抽
象
的

な
こ
と
を
繰
り
返
し
聞
か
せ
て
、
か

け
が
え
の
な
い
大
事
な
言
葉
を
身
に

つ
け
て
い
っ
た
。

母
音
中
心
の
優
し
い
印
象
の
日
本

語
、
子
音
が
き
い
た
力
強
さ
を
感
じ

さ
せ
る
ド
イ
ツ
語
や
英
語
。
現
在
、

社
会
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
感
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
広
く
社
会
で
活
躍

で
き
る
基
礎
と
し
て
の
英
語
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
議
会
傍
聴
のお

知
ら
せ
】

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は

本
会
議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
第
三
回
定
例

会
は
九
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
決
定
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

☎
六
九
八
―
九
八
一
一

民事訴訟におけるビデオリンク方式による尋問について
「ビデオリンク方式による尋問」とは、尋問を行う法廷とは別の場所にいる証人や当事者本人に対して、法廷
にいる訴訟関係人（裁判官、訴訟代理人弁護士など）が、法廷内に設置されたテレビモニターを用いて、尋問
を行うことをいいます。
ビデオリンク方式による尋問は、①事案の性質、②証人等の年齢や心身の状態、③証人と当事者本人との関

係、④その他の事情を考慮して、証人等が裁判長や当事者が在席する場所で陳述すると、圧迫を受けて精神の
平穏を著しく害されるおそれがあって、裁判所が相当と認めるときに利用されます（民事訴訟法204条2号）。
例えば、原告が、被告が行った犯罪の被害者である場合に、被告や傍聴人が在席する場所で、自分が受けた

被害について証言することは、心理的にとても負担になとる思われます。
このような場合にビデオリンク方式を利用し、被告や傍聴人がいる法廷とは別の場所で証言することによっ

て、原告の精神的な不安や緊張感を軽減することが期待できます。

二
〇
一
三
い
の
ち
の
希
望

チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会「
生
き
る
」

場
所：

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

（
県
郷
土
文
化
会
館
）四
Ｆ
大
ホ
ー
ル

日
時：

二
〇
一
三
年
九
月
七
日
㈯

開
場
十
三
時
三
十
分

開
演
十
四
時

講
師：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸

理
事
長

佐
藤

久
男

氏

演
題：

挫
折
か
ら
の
再
起

〜
自
殺
予
防
の
現
場
力
〜

大
人
前
売
り
／
一
二
〇
〇
円
（
当
日

一
五
〇
〇
円
）
学
生
前
売
り
／
一
〇

〇
〇
円
（
当
日
一
二
〇
〇
円
）
小
中

学
生
／
無
料

入
場
料
、
収
益
金
の
一
部
は
東
日

本
大
震
災
義
援
金
に
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

い
の
ち
の
希
望

社
会
福
祉
法
人

徳
島
県
自
殺
予
防
協
会

事
務
局

〒
七
七
〇─

〇
九
四
二

徳
島
市
昭
和
町
七─

四
〇─

六

☎
六
五
二─

六
一
七
一

�
六
二
三─

九
一
四
一

ビデオリンク方式による尋問のイメージ

ラウンドテーブル法廷
（又は通常法廷）

別室（又は別の裁判所） 原告代理人

裁判官

テレビモニター 書記官

被告

職員原告

テレビモニター

傍 聴 席
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生
き
が
い
講
座
受
講
生

写

真

作

品

展

日
時
▼
八
月
十
日
㈯
〜
十
五
日
㈭

十
時
〜
十
八
時

最
終
日
は
十
六

時
終
了

十
二
日
は
休
館

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
生
き
が
い
講
座
（
写
真
）（
吉

田
☎
6
9
8
・
3
0
6
4
）

お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
八
月
十
六
日
㈮

十
五
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
立
図
書
館

植
物
と
貝
に
名
前
を
つ
け
る
会

日
時
▼
八
月
十
七
日
㈯

十
時
〜
十
六
時

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

講
師
▼
木
下
覺
先
生
（
植
物
）

河
野
圭
典
先
生
（
貝
）

主
催
▼
北
島
町
立
図
書
館

■
十
二
時
か
ら
十
三
時
は
休
憩
し
ま
す
。

事
前
に
下
調
べ
を
し
て
き
て
下
さ
い
。

第
23
回
平
和
の
つ
ど
い
映
画
会

「
ク
ロ
が
い
た
夏
」

日
時
▼
八
月
二
十
四
日
㈯

二
回
上
映

①
十
時
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

作
品
▼
「
ク
ロ
が
い
た
夏
」（
原
作
・

脚
本＝

中
沢
啓
治
、監
督＝

白
戸
武
）

江
富
久
雄
子
ど
も
写
真
展

日
時
▼
八
月
三
十
日
㈮
〜
九
月
一
日
㈰

十
時
〜
十
八
時

最
終
日
は
十
七
時
迄

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
江
富
久
雄
子
ど
も
写
真
展
実

行
委
員
会（
☎
6
9
8
・
6
8
8
8
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
体
操

ス
テ
ッ
プ
21
第
5
回
徳
島
の
集
い

日
時
▼
九
月
八
日
㈰

十
三
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
テ
ッ
プ
21

徳
島
支
部

（
西
田
☎
6
3
3
・
0
1
9
1
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

■
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ

き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
く
す
の
き
し
げ
の
り
『
に
じ
・
じ

い
さ
ん
』
Ｂ
Ｌ
出
版

●
ニ
コ
ラ
・
デ
イ
ビ
ス
『
あ
た
し
が

お
う
ち
に
帰
る
旅
』
小
学
館

●
ジ
ョ
ー
ン
・
バ
ウ
ア
ー
『
負
け
な

い
パ
テ
ィ
シ
エ
ガ
ー
ル
』
小
学
館

●
あ
さ
の
あ
つ
こ
『
神
々
と
目
覚
め

の
物
語
』
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

●
ヒ
ト
ミ
マ
イ
コ『
ぼ
く
の
あ
い
す
』

文
芸
社

●
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
バ
ー

ン
『
パ
ン
ダ
救
出
作
戦
』
メ
デ
ィ
ア

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

《
一

般

書
》

●
為
末
大
『
諦
め
る
力
』
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
社

●
曽
野
綾
子
『
親
の
計
ら
い
』
扶
桑

社●
逢
坂
剛
『
バ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
』

毎
日
新
聞
社

●
黒
武
洋
『
て
の
ひ
ら
に
爆
弾
を
』

双
葉
社

●
真
保
裕
一
『
正
義
を
ふ
り
か
ざ
す

君
へ
』
徳
間
書
店

●
中
路
啓
太
『
恥
も
外
聞
も
な
く
売

名
す
』
新
潮
社

●
貫
井
徳
郎
『
ド
ミ
ノ
倒
し
』
東
京

創
元
社

●
柳
広
司
『
楽
園
の
蝶
』
講
談
社

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
写
真
講
座
展

日
時
▼
九
月
二
十
日
㈮
〜
二
十
二
日
㈰

十
時
〜
十
七
時

最
終
日
は
十
六

時
迄

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料

▼
無
料

主
催
▼
サ

ン
ラ
イ

フ
北
島

写
真
講

座
展
実

行
委
員

会

（
幸
田
☎
0
9
0
・
4
9
7
5
・

7
6
8
8
）

■
昨
年
に
引
き
続
き
、
サ
ン
ラ
イ
フ

北
島
写
真
講
座
受
講
生
の
作
品
五
十

点
を
展
示
し
ま
す
。
今
年
も
美
麗
な

阿
波
和
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
ま
す
。

たたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ここここここここここここここここここ
はははははははははははははははははは
町町町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででででででで

買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままま
しししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
9月

2日㈪
9日㈪
16日（月・祝）
17日（火・振替休）
19日（第3木・
館内整理日）

23日（月・祝）
24日（火・振替休）
30日㈪

8月
5日㈪
12日㈪
15日（第3木・
館内整理日）

19日㈪
26日㈪

☎
6
9
8
・
1
1
0
0

しずく

辺見博子「滴」
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鯛浜 𠮷𠮷 𠮷𠮷「中央公園にて」町 報 画 廊
小学生が遠足に来てました。どんぐりを拾ってにぎやかで楽しい
一日でした。

サツマイモ等の持込規制と産地防衛
インターネット通販、贈り物、お土産等で沖縄・奄美諸島・トカラ諸島・小

笠原諸島等の地域からサツマイモやヒルガオ類などの生茎葉及び地下部を持ち
込まないでください（植物防疫法で禁止され、違反には罰則もあります）。
これらの地域では、サツマイモに被害を与える害虫（アリモドキゾウムシ・

イモゾウムシ）が発生しており、持ち込まれた植物体に寄生して侵入するおそ
れがあります。
ご承知のとおり、

鳴門市と松茂町を中
心とする板野郡地域
では、県を代表する
品目として「なると
金時」が栽培され、
年間約40億円を販売するブランド産地となっています。
もし、規制地域から持ち込んだサツマイモなどが原因となり、アリモドキゾ

ウムシ・イモゾウムシが発見されれば、発生ほ場の「なると金時」の処分や周
辺地域に移動制限がかかり、発生がなくなるまで販売ができなくなります。と
くしまブランドの「なると金時」を守るため、上記の地域からサツマイモなど
を持ち込まないでください。

問い合わせ先 鳴門藍住地区農業生活指導班会
鳴門藍住地区農業振興協議会
☎692―2515

洗濯機をご愛用の皆様へ

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ををををををををををををををををををををを大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけがががががががががががががががががががががすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ににににににににににににににに気気気気気気気気気気気気気気気ををををををををををををををを付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいい���������������

洗濯・脱水槽が確実に停止してから
洗濯物を取り出してください。
洗濯・脱水槽
が完全に止ま
る前に、洗濯
物を取り出そ
うとすると、
衣類が指にか
らまり大けが
（時には指を切断）をします�

ゆっくりした回転でも危険です。

町報

イモゾウムシ
（体長約4mm）

第797号

アリモドキゾウムシ
（体長約7mm）

2013．8

サツマイモ（紅芋）
の生塊根
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